
ー1春、

嘩月

・., ・（’ 

ー

) 
蜘

げ純一
地
質
場..ぺ..， .~11:'1：雌

ー企吊p宮司・店 主甲 骨．

~－ ·＇ 
・....圃司or•

也 E曹......
4 二 v 、L - -y 

" 

•' 
、・

' ． 

J. 
· ~崎

．‘ .，.l ,, . " 
J
マ

弘
司

、
作

9
6
 

和、

ォ’e

．
 

4
 

v
 

’h
F
 

＂可，． 
轟！お
ゐ：！

心ゾ サ
e’ 

勾， ， 

• 
屯も l ミーl ' 

角

. 



／ 

「
チ
タ
ニ
ク
ム
＼
「
、
ヂ
Y
コ
ニ
ク
ム
」
及
之
ト
銭
、

満
俺
ト
ノ
一
分
離
試
験
報
文



ーーーーー、

チ

第
タ
一

七
...L 五 四

守田両． 一一 一一／、 一一
ニ与室E主， ウ

一寸 一寸
ム結決嬢 サー カ、 ト ヲ 燐 j邑

日 」一ーーーーっ 、

章一駿寸 ノV ソ ロ 鎖 シ 酸酸 チ
ー一ー－－，

し一 ヂ
ア方 チ 比 及一寸 デ曹化 タ

ノレ
－ ． シ i主 JV ノ ア JV 達水 一
． し酸一 容 し一

衣
コ

よE JV 2え ーー 素 7 

－ ． 

一寸 一寸 一
ア 量： ヂ接 一ーー 、、、 一宇 よー

． － 
コ己 L_ ウウ ．． ン 定 ーー ア ノν 嬢 jえ

．． 一寸
ム

よ‘ 毛 量 7 シ 方 ノV チタ
l_  

．． L--、．

．． 一 － ー ri~ よ‘ 子 法方 ノv 及
．． しー

乙捺 ウ ト v ？去 :::1 

ツ

JV ． 
主‘ ノ ． ． 

－ ． ーー ト
•. Lー ． 

し一
． － 方

．． 或 分氏 － ． 7 ま裁
． － 

．． 
． ． 

？会 離． ． ．． －＇・、 ノ ． ． よ‘ ；雨一寸 ． ． ←寸 ．． L 

サ 法 ヂ ノ
俺

． － 

．． ． ． 
－ ． 

ヲ ． ノ JV ．． 分
ト．． 

． － ． － 

．． 

底 離チ :::1 

I' 
－ ． ノ

． ． JV 用 ーー ．． ~且じ吋．

l_  ． ． ． ． 分
酸 ヲ :i: 

－ ． ． － 

．． ． ． ． ． 

高佐． ーー t‘ 試．． 
． ． 

－ ． 
．． し一 ． ． 試

． ． 
－ ． 

j験

． － ． 
－ ． － ． 

． ． 
． － 

．． 馬食． 
． ． 

報．． 

四 一 一 一 一 一ー一 一 文二五七 一 ・＿L 。一 一，、 一一fi 頁 JI 真 頁 頁頁頁



一

第

二

章

「
チ

ム
」
及
「
ヂ

::r 

ーー

ウ

ム
」
ト

分

離

試

験

四
四
良

餓

及
、
満

俺

ト

ノV

ーー

ク

タ

ノ

， 



－、一』 m

ー「

研ノ 要素 サ ジ本
チ

9 A 
、

し一 タ
鼓究甚 ス 、

ヲ プ 所
ーっ 一ーー ーー 大 JV ノ ヂ ジ之ニ

其従 ナ 分 ノV 元，カ於
ウ

二？

結事ノV 再空 素分
よー

::r プ L 

身~ 甚 析施
ーーー、1 

三ノ ノ 一一 一日， 一ー
ヂ

ヲ 技 、、、 シ閲 7 三／ ノ、 ;ff
JV 

報手 ーー ク 二え よ‘ ブ 皐ス
し一 コ

告大 ア 若ノV ノ 今術ノV

一ス 橋 フ ジ従 まn 日 ノ 分
ウ

敏サ簡来 キ 其準析
.L. 

男 JV 易 ノ 蓋検歩試 農 し一

ノ ナ ーー 方 シ定 ト 験 商
及

賞 ソ 之 法其 ノ jl: 、 J、
務

之
、

ト験本 ヲ ＿，、 ー必ニ 殆 技
ト 官施極 ナ 要盆 ン

師 銭
相昨行 メ リ ナ精 ト 満
待年ス プ 然ノV 綬岩 俺
プ 来ノV 複 ノv ごξ ヲ 石 ？青 ト、
持11 分 ヲ 雑 一．， ノ 要鍍 ノ
ク析得 ーー 此少 ジ物

J}( 分
良 ノ ＿，、 シ 雨 ナ往及 離
法傍濁ア スニ カ 時鱗 試
ヲ フ 9 手 素 フ 殆石 省 験
得之本数及ス ユ／ ーー 報、
ノV ーー 所及 之「 ト F艮 文チ

三日五
ーー 開 ノ 時 タ 顧 フ

至 ス便間 他 ーー フ JV 
、

V JV 盆 ヲ フ乙 ウ ν 而



ーー ノ アー酸寸 ー
，、、

其量 J屯 ーー タ タ 一寸
チ

'7 沈完チ部 ヨp 分 ミ〆 ノV 定 ーー ーー タ
よ‘ 澱杢
L-

タ 破 毛 離得 ＝， 量 ウ '7 ーー
ノ 元－‘ ーー ーー 壊 ノ 一．． ，、、 ト ミ／ ム よ． '!,/ 

炭 カ 沈 '!,/ セ ナ 閲 手／ ア 得百しーし百一 と 第
酸 フ 澱 よ‘ フ ヨp A ト y ，、、

持持及ーっー寸 しー 、 一ア ス ス ノ ν カ JV 雄其 キ 中 中 ヂ早4 ・； 
シ或へ 都－ 一如研 毛 一量五一 ノV

毛 J、 キ 溶元 ジ 究 雨 ノ ユ 「以 コ ーー－、、 ヂ
チーー 元－‘ 毛 液素蓋 ごε 者 、、、

或 JV 下 ーー、
タ'!,/ ク 之 ヲ ノ ジ 多 ノ ノ ... ，、 コ

ーっ '!,/ 
ヂ

一z‘ 之 ニ煮 、、、 爾 カ 同場其 ーー ノV ム 一
L ー寸 し一

ウ溶 ヲ ヂ沸存元 ラ 時合一 "!l ::r ＿，、

液－生ノV Jミ 在素 A ーー ーー ノ L. ーー 殆 ム
し一 L・ーー一申 セ ::r JV セ 同 ジ 存 J、 殆 O '!,/ シ〆 及． 一ー「殆 サ ーー 時 Jν 時 プ 在分 ソ 一 z‘ ト ヂ一

しー
ユ／ ノV '!,/ ＿，、 場 ーー 直 A 析 ト ヲ 。凡 ノレーっ ． 
ト 場 ム チ 合存 ーー JV 甚定合 O プ

し一 コ
溶合 ノ タ ノ 在取場 タ 量有五 ノ

一
解 一ア 件 ーー 如 ス うF 合容 ジ A 以 岩
セ y フ 7 キ JV 凡 ーー 易得ノV 下 石 ウ

サ プ 場 よ‘ 反 時 ア モ ヲ 中
ムJ、 ーー ，、、 」，ー

し一 ノJV 恰合 J、臆 J、 ノ 其 ミJ カ ノ 普 ーー
モ モ ーー 水起各場 分ア フ ア 通存 メ~、

之水 J、 酸 フ 元合析最 サ ヲ ト 在 離ー寸 、
足，i乙喰ーー 酸チ化 ス素 ーー 甚 毛 JV 爾 ジ ジ、

水化タ 物例 ノ 膳 タ 精量 者 稀 其 量ーっ
酸 ア ーー ト 4、、 特用 困確 ーー ... ，、 ーも且試
イとノV ク ナ ....、 d陸 る〆 難 ーー 存 同 J、 J、験ー寸 ー寸 一寸，、e、 、、、

よ‘ y 硫 J、 得 ーー 定在 時チチ
し一 、



タ 料分本出品過ユ「チ ェ方鼓 9

ニ議中方ジア酸 J、タ 研法ユ
ー寸

ク J、 三 法之酸化之ュ 究及f チク

ぬ試或 J、ヲイと水ヲク ノ諸タム
Lー しー
ノ薬 J、甚爾ジ素溶ム 結化ユノ

L_  

生 中 四タ金タユ解丞ー果皐ク伴

スュ以 筒属 Y ア ジ ヂ 最者ムア
L _  

JV 弗 内使ノ硫三硫 Y 過毛ノ名時

桂素ノ＝合理酸酸コ酸優提ヂ其

黄ノ場シ量チ化性品 良案 Jν ー

色存合アヨタ一チ寸ト '!I 1-L「 ナユコ部

ヲ在工岩 9 ユタナム 7}( y 係ユ分

漂セ好石減タ ニシしノ一三来主主 トノV クノ、
白サ遁粘ジムクー爾ニ認方ム溶

L. 長老 Lー
ジノV ス土アノム定金 1原ム法ノ解、、ー寸 Lー

従ヲ而 土ヂ標 容属ノレノV 二分 λ，，．、

ア要ジ壊 JV 準 5量殊方方就離ノV

其 スア中コ披）トニ 法 法キ定カ、 ー寸

合 若 結ノユトニナチ ヲ質量如
ー寸

量 ジ果ヂヲ比酸ジタ 記験ニ~

ヲ弗ノタム色化アニ 載セ閥現
し一

低素精ユトジジ其ク スノV ジ象、
下存確ク ナア 同内 ム へ結康生

一寸 しー
セ在 ヲムスチシノノ ジ巣クス

し一 一寸
ジス期ノ タク！チ少 ヲ記

ムノV セ定 ＝過タ量 記載、
此トン最 ク酸ニナ 逃セ

場キ・ニ合 ム化クノV ジ ラ
L. 

合 J、 J、量 ヲ水ム場 終 ノV
一寸 L_ 

ニチ試百 算案・ ヲ合 リ



過

剰

ノ

色
＿，、

ヒ

比

較

液

過

剰

ノ

五

以

上

モ

防

止

安

全

弗

素

ノ
硫

酸

存

在
存

在

セ

ト

ノ

硫

酸

存

在
比
色
－

ス

時ノv困

難

ア

JV 

ノ、時＿，、時

弗

素

ノ
現

出

J主

JV 

毛

漂

白

作

用

ア

多

少

緩

和
シ

ク

異

ナ

ノ

ト

少

ヲ

墨

ヲ

以
4

プ
試
料
溶
液
中
世
一

J、

成

す

J毛

ノV

時

弗
素
、
硫
酸
加
里
及
燐
酸
ノ
「
チ

ピ

ノジ

得

ト

.A 

L〆

ト

（

k
r

J

J
1
0F

w
午
、
「
バ

毛

今

回

質

験

セ ヲ3

（ー）

硫

酸

存

在

ノv~ 

弗

素

存

在
＂＂＇・廿二

O

三~

殆

ン η
ノ
、
硫
酸
加
里
、
燐
酸

ト

其

影

響

ナ

ジ
、
且

亦

漂

白

作

用

ヲ

墨
ソ

プ

線

ス・色

＿，、

経

黄

色

JV 

y
」
（
の
・
出

g
W
2i
＝。）、「メ

7 

i‘ 
し一

聖母
Y
内
ノ
＃
ン
」
（
出
・
同
・
再

2
三
＝
）
氏
等
ノ

J、

銃

ノ

結

果

場

合

量－
f、
施、J

タ

ーー

ヲ

掲
ケ
奉
考
－
一

遊

菌E
硫

民主
f‘、
話、i

微

量

弗
化
水
素
ハ
起）

0
・0
0
0
一

セ

ヲF

y
「メ多

量

ノ

硫

酸

ヲ

加

・

ブ

ノV

，、、

ク

.A 

y
影

響

供

三毛

毛

四
fi 

ノV

-1: 

タ 試

料

溶

液

中

ニ

ン
」
峻
ノ

ツ

チ

ー

－ 就

プ

結標
果準
液

目ト
.91ヒ
〈色
亡）／

旬
。
o
O八
七

タ

備 －

其

呈

ニ
「
ク

ヱ
レ

百

分

中

生

成

ヲ

研

究

ア
三毛ヲ

帯

JV JV 考

ノV毛ヲ/V 

Lー



悶 1周｜碕！同l同l同！同｜同 l周！同j同

1 ~1~＇1γ1~1--:l~［［T~J］岡

一
0
・0
0
0八
四

一0
・8
0
入

O

一
0
・0
8
五
三

一
0
・8
0
一一九

0
・8
七
五
一

0

2

0
一一一一一

0

・0
一0
0

一
0

・8
0
一一
0

0

・。ド同

K
3ほ
0

0
・0
一五
0

一
0
・0
8
一九

一
0
・8
引

一。2
0一

六

一

殆

：

銀

色

0
・一

二

0
0

0
・0
コ一の
O

0
・0
一一一一五

0
・0
0四
五

0
・0
0コ
一O

0
・0
0
一五

0・00一O

~ 』五目｜

比ュ以
色図 従下

b 弗

難ナ 色絡 化水素・
リ亦

増ノ
加増
ジ カ日



関 関｜ 同 ｜岡［山 I:l同｜同

同｜同｜同｜同｜同｜悶｜同｜同｜同｜悶｜同

、
a・

日I§ I§ I同 i同 I§I同 ［ 伺 I§＇隠 ． 

同 鴎 0
・
一
回
O
O

0
・0
0
0

0

・0
一0
0

0

・0
0
一O

0

・0
0
0

0

・0
一O
O

0・0
o
－o

0
・0
0
0

0
・
一
回

O
O

‘ ’－’－・・・・・・・・・・司開園圃・・司F’

一一「－r一一III大

同｜軍総ス級 リ喜級 同 可緑

色者 色強 者色
ジ 』7 ミJ 'l 
グ J:~ lJ グ

苦難比
色

難比高
J:~ 

ス

幸色闘 ｜ 
pレ

チ

ナ 得 ナ



-・ 

0
・0
0
0五
O

一五・
0
0
0

鴎

同

同

同

（こ）

硫

酸

加

里

存

在

ノ

場
ρ、
ルー・

試

関 同 同 同 同 。料

0 。：同0q・uヨ・
一

/""¥ 

、主ノ主

一 一 一 一・，
会

同 同 同 同 同 同 I忍 → 
~回，・

一一一 量

f」E「ノ

一 一 一 一 一一 一 一
遊

・o 離
同 -- 同 同 同 同 話量． ． 

硫。 一 量
菌f「室

主、h毛/ 

一 一 一一 一 一
硫

16 
E主。一 一 。一 一 。． ． ． ． 。，． ． カ日ミ丘 。。五 。五

里／、

、式_, 

一 一 一 一 一

。。。。。Q 。
8 

標準液

． ． ． 
8 0 

ト。。。。。。。 。。。
宣同比色告

。
8 一 一 。一 一。。九 。。。。九 九 。。。。セ 七 入 」:li~ノ5長

’I:; 



試

関 同 同 同 同

~ 
料

eドM。• ヨ・
一

／「

、主J主

一 ιー一ーー一ーー“

金

同 同 同 同 同 同 同 一 容
一一一 量

、話r、J、、

「一一一 一
遊

再陸
悶 一 同 同 。同 同 徴． ． 硫。 一 量

ーし
酸
路、＂＿，圏、

燐

酸。。一 。。一 。。一 一． ． 
δ 

． 。． ． 曹五 一 五 一 五 一
主量.－、
L瓦ノ

一 一 ，＿ーーーー『ーーー

標

。。。。Q 。Q 9 
準液

． ． ． 。 ． 。。。 。
§ 
。。比。。。。。 。。

主主吋正色毛果
。。。。九。九句

。。九九一 五 一 一一占，、 九五 七 i¥ i¥ 七
」ノ

（三）

燐

酸

存

在

ノ

場 II司

メιJ』． 

同

。

A 

。・00
一0
0



同同

本

方

法

白
金
持
塙
中
－
一

.＞、

先

ヅ

同同

同

0

・0
0
0九
六

一一・
o

0

・0
0
0九
四

二－

O

二

十

倍

ノ

重

硫

酸

加

里

ト

共

ニ

シ

ア

得

タ

之

ヲ

再

ヒ

重

硫

酸

加

里

ι

熔

融

爾

金

属

酸

化

物

ヲ

其

十

倍

乃

至

ミJ

不

溶

残

津

ア

v 

シ

其

容

量

量
ノ
「
チ

再

結

晶

セ

酸

ヲ

加

y
「チ

申

一

ジ

冷

却

後

之

タ

申

一
7 

ア

慮

理

ム
」
及
「
ヂ

ヲ
冷
水
－
一
溶
解

川

誠

過

シ

ジ
冷
水
－
一
溶
解
ス

ス
、
新
ク

望す

ジ

百

分

ノ

ノν

:2 

ト

前

ノ

如

ク

ノv

ム

」

ノ

硫

酸

盤

溶

液

ヲ

目

盛

瓶

一
注
入

ト

ナ

セ

冷

却

後

冷

水

－

一

溶

解

γ

之

ト

ナ

JV 

ヨ

ーー
7 

五

以

上

ノ

硫

酸

ヲ

タ

ミ／

メ
揖
氏
百
五
度
－
一

加

定

容

量

ト

ジ

之

ヲ

，、、

ナ

シ

」

酸

合

有

波

ト

比

色

ス

、

此

比

較

液

レ

強

硫

タ

..；・、

弗
化
「
チ

ム
」
ヲ
数
回

シ
、
ヵ

9 

7 

熟

白

金

皿

入

ジ
其

0
・六

o
o
－
ニ
克
ヲ

ν 

Y

後

数

克

ノ

重

硫

酸

加

里

ト

共

－

一

熱

ジ

，、、

ア

数

回

蒸

費

ジ

弗

素

ヲ

去

，、、

二

百

詫

ノ

容

量

ノν

主正ク

使

用

ニ

際

ジ

ヲ
用
ァ
、
郎
チ
其

一

六

詫

乃

至

入

諾

ノ

強

硫

酸

ヲ

加

，，、

，、、

ノ

ブ

.＞、

話

J

門
戸
（
va

y

計

算

克

ノ

ヲ

合

有

ス

0

・0
0

其

十

箆

ヲ

取
す
〆
之

三

ノ

過

酸

化

ーー

強

度

百

分

ノ九

定



融 キ Jν チ 酸四液「チ ヌヨ然液水
シ茨 ヲ 思 f七時 ヲ タ タ JV JV Ji素

再酸常賦水間加 ーー ーー =1 後 J、溶

ヒ 曹 ト 燐素乃へ '7 "7 ニ某試液

前達三~ ヲ 至 ア ム 主‘ "!! 濃料ヲ
L L 

ノ ト 之ヂ加四之及 一 / ム皮漉加ー寸 一 L 
如共 ヲ Jν へ十 ヲ チ． 合ノ ヨ 液へ一寸
クニ 敷 コチ入葉ノν 』舟除＂＂＂量量一タ寸 ユ百

硫熔満ユタ時色コ酸多ヲチ一括

酸融ノクユ 間 ト ニ カ句タ定容

性シ稀ムク放ナラ曹ラ以ニ量量

ト水硫」ムム置ジム、法z サ上クノト
Lー し一一

ナ ーー 酸 ミJ ヲ ス燐爾 一 ノν ノ ム水ナ

ア溶£酸金援毛
L 

手〆 ブ ヲ 方 ヲ ヲ ミJ

過慮 合之解関曹属 ノレノ
、

法算加之

酸理有ユ 蹴ユ 達 ノ 方 、 J、 出 ，、、 ヲ

化 ジ セ少 ーー 黄 ノ 硫法分本 シ雨試

水其ノV 量保色飽酸 析所之液料

素残水ノ 持ノ 和性 一ー ーー ヲ ノ 溶

及津 ーー 燐ス 消漉溶 使於爾色液、
燐 ヲ プ 酸此 ニL 液液 用ア 金度 ト

一寸
酸重洗チ 間 yν ヲ ーー ミJ 毛 属同 ’比

曹硫樵タ ーー =1 注過 結 常 ノ 一色

達酸 ジ ーー 生 ト 加酸 果ユ ρ与4、 ナ 3屯

ーー 加 i慮 ラ ~ ア ジイ七 常岩 量 ノ•V JV 

。
ブ 里紙 よ‘ JV フ 冷水 ユ石 ヨ ーー 一

し一 、
庭 ト ト ノ 沈 J、 所素 良粘 9 至 J、

理共共随澱街 ーー ノ 好土減 フ 比
ジ ーー ニ伴 J、 >t- 二濃 ナ其 る〆 ジ較

沈熔焼ス 邸過十溶 9 他 ブ ム 溶
1・



澱

ヲ

熱

灼

ス

、

卸

チ

H
2
0・色刷『
O
晶・

ω同
MNO臼

ヲ

得

ク
之

ニ

0
・五

O

四

ヲ

乗

ジ

N『
φ
H

，、、

ス

、

之

ヲ

爾

金

属

酸

化

物

ノ

合

量

ヨ

戸

時

ハ

4

－o叫
ヲ

得

η
ノ
減
ス

ナ之

一
則

9

ア

爾

金

属

ノ

酸

化

物

ヲ

其

重

量

ノ

十

倍

内

外

ノ

重

硫

酸

加

里

ト

共

ア

溶

解

ジ

過

酸

化

水

素

ヲ

加

熔

融

ジ

冷

水

ヲ

加

へ

，、、

濃

硫

酸

及

燐

酸

曹

達

溶

液

（同曲目同
M
k
t・

5
同
時
。
五
九
・
五
克
ヲ

立

ノ

水

－

一

溶

解

セ

JV 

ノ

郎

チ

構

氏

十

四

度

二E

戸

飽

和

溶

液

）

ヲ

穂

々

ノ

割

合

ニ

注

加

ジ

全

容

量

ヲ

百

諾

乃

至

三

百

提

ニ

於
ケ

持

ジ

約

二

十

四

時

間

放

置

後

生

ス

Y

沈

澱

ヲ

滅

過

秤

量

セ

9
．
其
結
果
ヲ
左

／｝ミ

二λ
酸燦 或 ハ~ノ試料

議」ま酸r‘E / 、 ~~ p 
1－ーーー』－一 一 一。。． 

8 。
一 七0 八

一 。 。
一

一一． 
五 同 同 同

一 一 一

五 。同 同

一
同 。同 同

一

一五 。同 同

一。同 同 同

轟

同 同 同

ーー

トーー保表



同

一

同

一

同

司
一
三
日
後
ニ
少
量

一

E
一
ノ
沈
澱
子
生
ス
一

同 II司

同
一

0

・00

八ニャ一五

｜： 金
1イコ容

己最

沈
殿

V

M伊
耐

N
ス
』
正
（
式

0

・0
0七

比，

チ

硫

酸

ρ

「
ヂ

ム
」
ノ

燐

酸

少

ナ

沈

澱

量

少

ナ

ク

燐

酸

時

ノV

ジ

~p 

7 

キ

ーー

ーー

::t 

究

第

之

増

加

ノV

質

験

増

加

従

女日

結

果

左

ノ、、一，

J

・
d
u
r

ノ

ま日

A 

オ＝

毛

ーー

ヒ

ヲ

ノ

、

ノ

5洗液 燐殴 硫
宗、..／料試澱ノ

草塗専

耗、要ノ ＇~ ~ δ2液溶

「‘）__Q_III 
η _!L一旦一一旦一

一一一
0 

1 止口
五
「1 同同

一一一 同 一重~ごココ、一一旦一。
C仁．ココ ζCー－ ココ
合同 同 同き _IL
~ コ Cコ

~，、コ: ろ－~ 
同 同 同

ヨ1 同
一 Cコ

務生ステゆ量枕J後ニニ日

Cコ． 

同 同 同 一三豆r..一 同
亡．, 一

ごC宅7コ三 ~会ココ? 
：完8 O 三 一一。。 。

". コ ~コ ~完－ ココ~ 
。
「1 同 同 ____s;ョc2コ... －一一一二二一一

－ タC仁iココt 
Cコ
」巳

同 同 同 ~ 二 同
~ コ

~ 3仁＂.ココ込言
同 同 同 同

Eコ． 
~ 

同 同 同 ~コ~ 同主主

Cコ 一ー 一
g 乏". コ

ーf コ司コ、、 。η 。。五。 同
仁．二〉 '. コ Cコ
「一、

C位コ耳 ~ C> 
ノ／、、 同 V喝

燐

酸

亦

多

量

ナ

－
プ
「
ヂ

コ

ーー
7 

ム
」
ノ

沈

澱

毛

概

硫

酸

多

量

ナ

JV 

ノV

ノν

時

ジ

CP 
チ

.；，、

ノジ



η
ノ
、
硫
酸

少

量

使

用

企:I:
1、ロ

果

左

ノ

女日

結

果

常

特

ジ

ノν

妨

ケ

d，、

ナ

タ

ーー

ーー

ーー

ヲ

ヲタ下同
pレニよ .~ご澱4・ 液

燐酷霊
I疏

L走ノ試料

健~ヲitJ!, 
ノ

（ジ 会 酸
~揮 §、霊弓~ 、〆t「ノf:，握II、篤'< 括、＂＿，「 5吋回 一Nる胆

)¥/ 

一 一
Cつ ~ コ 一 ". コ 〈言． 
ー~ Q ，三・，三; 、

。一 Cーコ ' 仁ιココ
（『1 五 C邑コ- ノ屯－、-' 

「ラ Cコ
ろ

撃4仁：当コ、
Cコ 同 同 五 同 ｜同

亡．コ 一 ". コ ヒミ

~ 
。 Cコ 2「~「。 三Cま二え〉 ・。 同 一Cつ

Cコ ';' Eコ． ． 
ー--21にζCココ:_ 

亡〉 にコ
Cコ

［ 
同 同 同 Eli. 

一コr，ー一Lコ一

Eコ r;, 
仁ま． ． 

c 三くー三、 《 3

Cコ Cコ
一，’、d‘ 悶 同 同 にCニコ' F、．

c,. コ " 'i' Eコ

~コ= － ぞι芳：ー－、4コ'. 
仁ーコ

j亡c.ココt. 
同 同 同 ーヨCコ£ 

Eコ． 
~，士tコ、: 同 問 同 同 」旦

－ Cにf~＇コ司コ< 

亡．) 

同
－’＇t; 、

同 同 ~「・ 同

C二， ". コ乞．二〉

三毛百．
同

三c.:
同 同

、~

同

〈ミ

ζニ一づaコ:.. 
同 同 同 同 同ヨ仁

ム
」
ノ

量

少

ナ

－
一
、
燐
酸

場
メ』
ふS

ρ

「
チ

少

量

多

量

使

用

JV 

h
s
r
M

』内

u
r

、

てゐ
υ

帯日一

ジ

ーー

7 

ーー

タ

ーー

タ

ヲ

ヲ

共

ム
」
ト

従
ア
「
ヂ

結

果

積

良

好

ナ

其

増

加

沈

澱

ノV

時

ノV

量’キ

益

増’

カ日

7 

ーー

ーー

.7.、

ーー

二r

ーー

毛結

果

左

賓

験

，、、．、、川
a

l

d

’ZF
 

女国

シ

オz

／ 

ノ

ジノV



鴎

担，レ下ニ上同$: 量容液会ノ

!SI 強酸霊
肩歳

ま、ノ料試

際r、モJ

5タ
路、fノ、 、耗磁〆J「 5時? Eる~ 

pレ
メノ

ドーーー一一一 ドーー噌’・・－一 一 l一一一ーーーー一ーー
". コ － cコ 一 Cコ Cコ、

． 
E→ － コ

． 
Cコ Eーコ 8 一 一 ll _L_  一一,, 五 。 '.'tコ" 

c. コ ". コ
にこ〉 〈コ

ー ~、コ 同 同 同 同 同
C> Cコ
c• コ

cズV冒－ コ司

Lーさ乙ー 同 同 同 悶 L旦一
〈コ Cコ ". コ． 

ζ． コ8 一一一 にコ
Cコ 歩fで』う・芳、 同 」♀ー 同 ~ 一 位当

1－曲一ーーーーーー
c:> c;' ． 

完
一C一コ

一
同 同 同 三C量rコ.. 同

c;' 仁コ 「ち． ． 

一主，2ココ主、．ー

"--' 

ーζ~ココ7. 一一一 同 同 同 同

〈コ Cコ
ζ． コ． ． 

ζコ
仁一三づ重吉3己

同 同 同
ヨ：；：コ百、． 

同

". コ 「．.., t ココζコ
〈にココ

同 同 同
三ζ門ff. 二〉 _g_ 一一ず章

Cコ Cコ Cコ

2ー－ココ4・ J コZー

〈〈．＝コ) 

ーにコ 同 同 問 ノ、

Cコ 一 'l コ
Cコ

完 。。 ! ココ" 同 同 し~コi 

マ ~ 
j仁~コZコ. 

仁－二・) 

同 同 同 三三，二 同に「

Cコ Cコ． 
戸に．tニ4〉にコ

一 一－ ゴ=. 問問 問

Cコ

fー－ コ喧ミ

前

表

比

増

加

モ
「
チ

ム
」
ノ

場
メ』
ルー

硫

酸

多

難 ー量

1占1

ノV

ジ

JV 

ーー
－＇，、

ーー

オ＝

ナ

・．

一
ヲ

セ

タ

ヲ

沈

澱

反

復

回

分

離

之

ト
「
ヂ

ノV

J、

，，、

シ

プ

'7 

ジ

コ

ーー

由

一

ノ

以

上

質

験

結

果

回

或

沈

澱

作

用

η
ノ
「
ヂ

ノV

レ〆

二

回

J、

.＞、

::? 

ーー

-
－ 

ーー

ヨ

ヨ

ノ

ノ

ム
」
及
「
チ

分

離

欲

雨

金

属

量
、
割
合
及
其
溶
液

ム
」
ヲ

ノ

濃

度

ン

－＇，、

ヲ

タ

ーー

セ

セ

ト

ノ

硫

酸

及

燐

酸

曹

達

慮

ジ

7 

極

－Y

適

量

ノ

使

用

ア

ス
、
口
疋

v 

)V 

ー－ー

サ

セ

，、、

メ

ヲ

ゴI

7 甚



五

ノ櫛合ク慮ナ麗 1i!?E 行過 v 澱ユタ

場 量ユ容ヲス定 gユ少 a作於困

合ヲ J、易要毛量司円 少ナ酸用ア難

ノ知先ユス 爾 、 ノ雪ナ JV ノヲ少ノ

外ラツ之 へ 金 場 苦 点 場量再量コ

，、サ幾ヲ 3・風合自i:i... ラ合 J、・ 三ノト

本 ノV 回以 害§f 稿ユ サユヂ反硫品

方へカア 多 J、 i属~ JV ・'' J'V 復酸属

法カノ雨 量 其 急 手沈コジヲ λ

ノラ議金ド二ノ量 a, 敷澱ユ 遂加 JV

越え備属 F場常 5ヲ作ヲ ξ へヲ

用斯試ヲ号合ユ 要用 ム チ ヨk 以

J、ク験分・ s ：. 少 『町h羽t白:.: 南ヨ> ジノ名Lー タア ミ
困ノニ離 f:) ..＞、ナ 且反チユ其ヂ

難如ヨスロ量始キ ツ復タク量ノV
＂＂』

ナキ 9 ノv ~：メヲ戸結回ユムノコ
戸・ しー

9 不テヲ 2 ュ日. －：：：：；果敢クノ敷ユ

ト使ーチ寸’得』H忌4司之ア~ 不ヲしム一 反倍ク

スアノV ス、ニニュ精増ノ慮ノム
、巴 しー

JV コ故 5・加回記確加量ノ燐ノ

ヲニ ニ 『; ’ アノ載ナセエ存酸沈

Jj. ラ本 ノV 沈セリサ 依 セ 曹 澱、
アム方 w 硫澱ラ本ノV アサ達ヲ

爾 lし文一法同r 酸ヲ v 方へ異 JV 飽 防

金一チ寸ヲ企予ノ以岩法カナユ和止

鴎タ施喜量ア石川ラノV 至液セ

甚ニ行所 J、足中国スへラヲサ

タク ス載－ v ノ F ジキシ加ノV

少ムノV ノ大ソ雨 Eア毛ムへ程

量しノー場如考ト金ロ~貫其へ沈度
d’ 



合 検 酸 以用ス目熔ハタ及三
一寸 一寸 J

物ス化上ヲノV 的融ヂ乙アン

，ト ノV 物ヲ受時ト物 JV 7 ノV デ
一寸

共ノノヂケ J、スニコム ミノV

」J しー しー

ニ要茨 JV ス錨残炭ユトニ比つ

熔ア酸コト及一寸伴酸ラノラヂヱ 一一・
融ソアニ百アア曹ムι 分ムア、 しー しー

シ依バクヌノV 総達比離トンムグ

水アカム ミ 過溶錨、ニノ子」「p ン
ニ始ヲ及 ニジ液 態升 v -・・ 

L 「 「 ツ鍛ァ
アメ 熔チ 。 タ洗ヲア用離 ト

庭ニ融タ ム際加ノV セ法~ L_及E」ノレ

理是後ミ 」J、ジへミン（ 戸！「d ノ ，名I ; 

セ等女:II ヲ 全躍アニト旨ぎノレデ

JV ヲ何ム 部酸煮ク欲喜号 E プ
L_ 

時炭ナノ 溶一割i ムシ~伶ニン
ーっ し－ .; 

チ酸ノV 分 解及三ノ次呂ヒロウネ

タ曹濃離 ジ 水残 酸ノ F Zムレ

ニ透度ユ 酸ー搾化寅 1 5下ッ
ヲ或ノ臆 化一寸ノヲ物験 P司 5、J ノ. ' I、

ム J、酸用 デ溶漉ヲヲ~氏／χ 」
L_  ..__.. 刀 氏
或之ース ノV 液過衆施ヲノ
J、 ト裕ノV コ ト ジ酸行一ヂ寸－ヂl Mr向山企乙J 

-;; Yl解ニ ニ共易曹セ Y ノν 法ヂ ,_ 

ノV 酸ス先 クニカ達 Y コ コ ノ ノ レ
ノ、

コカ日ノV チ ム数ラト誠ュュ庭、コ
L一、

盟ヤ其 J、分ジ共氏 ？ ？ 用 ニ

クト否各 事伊ムユユムム ウ
Lーしー

ムノヤ金 毛煮 JV 熟嬢トト
し一 ー寸

ノ j昆ヲ属 作沸ヲジ V チ銭



使

用

量

内

金

一

一

炭

酸

曹

達

九

分

一

一

層

酸

化

物

ノ

一

曹

達

一

一

一

炭

約

十

倍

ト

ス

一

一
炭

舷

加

里

一

分

一

一

一
掛
川
刷
物
h
u
齢
跡
九

一一u
－
一
常
平
一
於
テ
干
分
間
煮
沸
一常
啓
一
於
一こ
十
分
間
品
恐
怖
一常
混
一
於
一三
十
分
間
葉
山
一常
温
一
一
於
テ
一
十
分
間
零

m

一

l
i
l
l
－問
医
院
院
止
川
崎
ド
しH
I
ll
置
い
し
い
［
L
崎
川
I
P
－
－
一川崎川
1

ロ
ーー
－

一
水

ニ

テ

浸

出

セ

通

液

一

ナ

ジ

一ナ

ム

ナ

v
一

ナ

ム

ナ

ム

ナ

ム

ナ

v
一ナ

v
一

正
中
川
巴
川
量
産
主
竺

i
巴
崎
洋
一
；
溶
解
己
峰
崎
軍
司
志
川
一

〕一一ば

片
ト
同

｜一
暗部溶解す

I
I
4
1一

一

十

一

一l

一

一1

一

一

一
八
・
五

一同

一

同

一同

一ド

一同

一

伝

一防

一

一

一

一

一

一

一

一

一一一七・

o一悶

一同

一

同

一同

一問

一

同

一民

沸溶

検シ解

ヲ

_A 

1ν 

ノv

毛

ノ

ア

之

撃す

.A 

U
F

「
チ

ーー

セ

リ
ノ
、
其
結
果

ノ、

：喬

ill 

熔

資1

ー「

千』z

同

一

同

勺

同

ム

ヤ

及

其

残

搾
ム
」
或

タ

ー

－ ：ワ

左

女日

シ

ノ

炭

酸

一
躍

酸

於

47

溶

解

常

温

力日
，、、

ーー

ヲ

ρ

「
ヂ

ム
」
ノ

ノV

＝＝ 

ーー

ク

炭
酸
菌
回
途
五
分

山
灰
融
問
加
里
五
分

放

一置

Jξ 

ノV

七

ジ

或
.＞、

毛

ア

ノV

ノ
四

酸

力日

旦

煮・ヤ



人

ー「

ム t; 
一一 τ2 ルヂ

同 同 同
臨酸 水

一ー百 T 

53- t受
中 出。セ

一七 入 ． yレ． ． ． lit 。五 七 七 液
← 

少量
同 同 微 ゴ－

量

溶解 鱗溶

ス ス ジ

一 一
溶角少j豆事. 

同 同 微 ナ

量

鱗溶

ス ス ,,, 

少溶量
同 同 微 ナ

議溶解
解
ス ス ジ

徽~ 同 同 ナ

量
最解溶解1容

ス ス 三J

同l司 同

少量溶解

ぅ－

ス モJ

一 一同 同 同
少』；It ナ

1‘＇fーを． 
解
ス ジ

スジ

一 一一
同 少長 ナ

解溶

スジ

醸

酸

硝

酸

η
ノ、酷

酸

代

結

果

JV 

ヲ
以
－
プ

JV 

殆

ヲ

以

ブ

－＇，、

ン

同

ーー

フ

ー

－ 

ナ

三毛

毛

ト

ノV

何

協
ーλ7

メ』
.＿・

時

溶

解

ノV

v 

..＞、

ス

ノ

ナ

ジ

A 

ーー

ア

of: 

リ

ノ

ア
酸
化
「
ヂ

毛

ノ

表

ノV 中

時（二）

JV 

以

上

ム
」
ρ

結

果

女日

ク

決

酸

曹

見

I時

ノV

J、

ーー

7 

::r 

ヲ

ノ

ノ

ノ

達

九

及

炭

酸

加

里

得

熔

融

溶

解

ジ

、酸

化
「チ

臆

用

得

ト
共

稀

堕

酸

ニ

－プ
蕗
理

殆

ト

定

量

ジ

〉〆

3ミ

ーー

ーー

量

全

部

溶

解

ヲ

以

ア

之

ノV

ノV

ム
L
ρ

ジ

サ

，、、

jJ 

7 

Jミ

フ

タ

ーー

一

分

離

雨

酸

化

物

相

混

貰

験

一雨

金

属

モ
「
ヂ

::r 

ーー

7 

ム
」
及
「
チ

ジ

如

ジ
、然

ノV

v 

，、、

ーー

ヲ

ヨモ

カ

ト

ノ

ム
」
ノ

ャ
、
之

如

何

生

;i〆

就

ノL〆

時

結

果

JV 

7 

J、

ナ

J理L

ス

ー

－ 

ーー

キ

ヲ

fi 

ノV

結

果

左

女ロ

ジ

-I! 

ノ

ノ

タ施



帯

減

一

一

一

一

一

一

一

四

一

五

一

ム

ハ

七

一

八

’一
5
9

一

三一一一九

一

0

・9
一
八
回
一
三
一
一
一
一
六

一

7
0
0
T
一八一

0

・0
三

0

・0
さ

一

7
0
K
O
九
一

0

・0

霊

4
4
伊

一
F
P

一

7
C
M
一一六

一

口
・三一一
二

o
ろ
一品六
八
十

0

・2
一九
一

c・c

o

f

o
・口
実

一

0
・
2
一
三

0

・0
0

八一一

一
合

計

一

0

・宅
宗
一

0

・一
喜

一

c
・ヌ九四
一

0

・
宅
宅
一

0
・u
芸一一

0

・0
2

一一

口・0
量

一

0

・0
六四
七

一

一
炭

酸

喜

一

口

・一u

一

0

・九
二

支一
一
一
一

c・さ

一

三
一

一

c
旦
一
二
口
・
四
五
一

0

・1
0

熔
剤

一
炭
酸
知
旦

一

0

・0
一一
一
一

口・
一口

一

0

・2

－0

・0
八

一

0

・2

一

0

・9
一
一

O

ろ
一ι

一

0

・
2

（
J
合

計

一

7

1
0

一

一・0
〕

一

0

・三

口

・三

0

・さ

一

0

・

三

0
・
き
一

口主山

虚

埋

セ

断

酸

及

其

一

穏

酸

一

硫

酸

一

臨

酸

一

向

一

同

一

同

一

同

一

閃

強

度

一

百

分

巾

三

一

同

十

一

同

三

一

同

一

同

一

同

一

同

十

一

同

底
辺
セ
ル
時
ノ
混

一
治

区

一
同

一

一

一

一

一

一

一

度

一

a

f

一

一
煮
沸
浪
皮

一
常

温

一

同

一

同

一

同

一

尚

一

溶
解
分

5
c
L
目
一

）一

一

一

一

一

一

一

一

雪

：
人
（
ふ

一
0
・
0
三
三
「
一

0
・
0
0六
円一

0
・
0
六
O
同
一
0
・
0
一
四
六一

0
・0
三
五円一

0
・
0
五
五
二
一

0
・
0
四一

o
－0

・
0
四
四
九
一

問
調
凹
山
国
引
引
引
司
引
一引一

一一一司
引
一
引
司
引
一

備

考

説

明

日
一
向

子

J

U

U

司
l

司

一同

九



シ ミJ f じ ト JV 以 シ 女n ト ノV 使 JV （ー）是

決 y( 等 ノ モ 上 得 ク ナ :::1 用 時 ノ ーー

酸酸二分之ノ、 ，、、 ナ ソ ーー Jミ J、 ま日 由

曹曹 元離 ヲ 本 ジ ノV 掠 Jウ v 酸 キ ブ
一寸

遥遠 素 ーー 7 方 ヲ 紙 L、 一J寸、 イ一と寸 モ 之
L_ 

稀－ ノ ノ 使 ン 1主 Jミ 以 ヲ J、 ヂ チ ノ ヲ

溶稀 酸用 ア ヲ JV プ 通熔 ノV タ ア 観
ー寸

被溶化 J司 JV チ －毛 本過副！ ＝ま ーー ヲ ノV
L_  

ーー 被物ノV 氏 タ l:Jc 方 二~ 後 ーー 7 ト 時

ブ ヲ － ー
モ 等 一日 ジ 法ノV 盤 7 ム 難 ＿，、
一寸 し一

i先加 --'-- ヂ ノ ウ プ J、傾酸 i、 J、 毛 提ir、
L_  

1保 J、． 倍 JV 設 よ‘ 良 1占I向 ーー ノ 概酸 果
L_ 

ジ 之乃 :::1 － ー fーえっ 方 ホ ア ブ 溶 るノ イと ノ、

残 ヲ 至 ーー 従 ヂ 法研 リ 慮 解 プ チ 時

津五七 7 ヒ ノV ーー j広角u？ プ 理 量全 タ ーー
一寸

ヲ 」ノ、a ’i』立n L ヂ コ ア ノ 百恵 ジ 盆部 ーー 質
Lー

盤分 ノ 溶 JV ーー フ 鈴過 j店： t曾冷 7 用

酸問 炭解 :::1 ウ サ I也 ーー ；邑 大稀 よ‘ ーー
L_  

一 煮酸 ノ － ー
よ‘ ノV ア 少 J主 ス、盤及一寸 供
し一

及沸曹鋳 ヲ ノ ナ リ ナ ノV 加酸 ヂ ジ

水賦達 メ z‘ 分 '} プ jJ 時 之 ーー ノV 得
L_ 

一 態 ヲ 結 離 雨 フ d，、 酸溶 :::1 J、、

ノ ーー j昆果餓 一宇 スユ サ 根 イ七解 ーー ヨp

熱保和精及臆
ーっ

素ノV メ チ セ ヲ モ
一寸

溶持 シ 石在 ア 用 ノ 図 プ タ 二~ よ‘ ノ

i夜 セ 熟 ナ ノV セ 分難徴 ーー 煮異例

ーー ノv シ フ 、、、 JV 離 ア 品目 ヲ 郡信 ーー 〆、、

プ f長 プ ス ーー モ 一 '} ノ ム躍存 d，、、 、 L. 
慮掠熔 RU 7 ノ J忠斯朕 及一寸 酸在 表

理過融 チ よ‘ ナ 用 ノ 態 ヂ ヲ .A 中
L_  

二

O



不

溶

解

物

郎

秤

量

酸
化
「
ヂ

ム
」
ヲ

y
、
其
結
果
衣

JV 

女日

ジ

ジ

ーー

・ηノ

:::r 

セ

チ

ノ

、。。。。
bち'1 ． ． ("! 。

0 凶
。

四 0 四 四
四 一 七

一 四一 一 一
試

。。。。
泊時。句。

0 七

． ． ． 
ー一 一 一
一四 一一 一一五 一 - 0 一 事ヰ

一
f、

。 」瓦ノ。 。・ 1,o ・
日: 。' 。。0 0 -・- 一一ノ、

四 一
。。

四一 一

。。9 。気。不． 
0 四
。。10
四 五四 ニi容

一 。一 ノ九、
相

一 一 蛍。一／「
／鍛ナ「 I 銭fア「主4主~ 、 鍛〆ア’ー少量‘、、 ス解

同 ，レ

毛

;:; 唖ノ リノ
ごこ物」J 、ノ 、、＿.／ 、、ーノ

一。。
宮竺Zイ；~補物不解セ11/復夏提作尻ニチ。． 。

四
玉 一
一 0 
／同町、 ／、

鍛
ナ 屯 ;:; 

;:; （，，’、 秤単＂＇’ 
'-' 」ノ

カ、、

ロ
」
氏
ノ
容
量
定
量
法

四

ρ

「
ヂ

ム
」
及
「
チ

分

離

ーー

開

ス

JV 

容
量
定
量
法
（
S
H
O
E－

本

方

法

ム
」
／

JV 

7 

ウ

ーー

タ

::r 

ーー

リ
「
チ

溶

縦

硫
酸
（
其
割
合

N
ω
己『
J
H
C
φ

♂
匂
・
回
。
。
O
B
H
。。同）

ン
」
酸
及
其
臨

J、

溶

液

係

ーー

タ

ノ

硫

酸

十

括

金

属

亜

鈴

付

比

重

ス
）
ヲ

之

三

二

酸

百

諾

一－一二

〆、、

ーー

・．ー

ヨ

ト

ヲ

ノ

・9

基

試

料

溶

液

化

物

還

元

ヲ
「
プ

歩、．
HHド

ノ
ノ
白
己

ン
」
穿

セ。

シ

ノV

L〆

具．

フ

瓶

ーー

セ

ツ

よ‘

チ

ヲ

祖

度

保

持

入

之

橋

氏

十

度

以

下

之

炭

酸

克

斯

；邑

、

徐

v 

シ

ジ

ーー

同

一

ツ

ヲ

ーー

ヲ

ノ



ン剰 7 溶 ジ ー「 Jbt ヨ 試 プ 洗 間 々ア
毛 ノ よ‘

し一
j昨熟 ン 草寺 ') 草寺 ./iAt 株瓶 ーー

一 苛 ノ シ 灼 モ ノ プ 中 酸 三宅 中 亜
一「 、

ア 性存上 シ － ー
~it チ

ニ E乙Cf第 而 一ー 鈴
し一
ヲ 加在記秤 ア 酸 タ 悦二 シ モ ヲ

し一
ノ r、－＇ 錨加 里 .A セ 主主主邑 ヲ 臨 ーー プ 決加＋ 

d崎、 溶 ノ＇V _:V シ 力日
ナク存クきiーF、裕 櫨 酸 〆、、

、
ブ 被場方 次 〆、 ノV ム在 波 液 克 十
錨 Lー

ヲ 合法 プ プ tjミヲス ニ ーー 斯二、

合島 他、 JV ~ ヨ
一「

之 鎧iチ カ日 ーー － ー
，）・、 ヲ 時

一寸

タ ，、、
，）・、 ヨ ヲ ア ーー 宇場き P 硫 3邑 間

．一寸

青こ後ーー ブ ア ヲ 其ノν ，、 ヨ合 満
十 定

、
"9 芸ま ン プ 四 、、、 ,fit ') ーー 酸 残 ーー

ム 沸 毛 錨五 － ー
酸過 J、 f司~ ス カH 搾柏、

L_ 。、
及 シ ーー 及倍 7 ヲ 漏犠 Ji~ 里 ，，、 子
一寸 一寸

ヂ a草 ア チ 量 よ‘ 去俺被 反 ノ 来季最
し一 L一、ノV 過 ノ タ ノ v 酸 ヲ l底 飽酸 ヲ

一寸
＝宜 シ 注 ーー 重 チ ノV 力日 一 ノ、 和 1£ 用一
ーー 残加 7 硫 タ 溶里分 左 溶斯 キ

？？ 、浮 一 ム酸 ーー 液
L 

ーー シ ノ 被 ヲ グ

よ‘ ヲ ヨ ヲ カ日 そy ーー ヨ 其 女日 三 飽 授
し一
ヲ 臨 リ メ，＿.＿I:..噌 里 よ‘ E韓 リ 一 シ 括和 うF

し一
再酸 プ 主E主ヨ主 ヲ 化 ア 竿 ヲ セ 買え

ーっ

沈 一申 生 ス 共沈 ア 雨 ヨ 注 ノV 中、
澱溶 二え 若 ーー 澱 ン〆 金 ソ 加点－ ーー

セ 解ノV ジ 熔 セ モ 底上 シ 沸 掠一寸
ジ ミ／ 沈 デ融 ジ ーー ヲ 記 熟 冷遇
メ 之 澱 ノV ミJ メ ヲ 満方 セ 7]( ジ、 ，....、‘
洗 ーー ーー :::? 水洗 ム定法 Jミ ーー 鵠．一寸 し一
1最 ア 過 ーー －喝 百東 tえ .A ーー ミノ プ 過、



是

主

h
7

d
d
a
d寺山

t
q
h戸

一亜

鈴

本

方

法

『’否法温定
溶
液
（
一

シ

7 d，、ヤー

－ 
ーー

ム
」
ヲ

ノーー基於

プ シ作

用

ノアツ

平ド

主R

るノ

定

量

シ

ヲ

受

果

ジ

－
ア
「
チ 更北

（
差

ケ

ーー

重

硫

酸

加

里

ヨ

リ
一寸

由．ヂ

サ

ノL〆

ーー

タ

ム
」
及
「
ヂ

ーー

ウ
ノ

一
「
チ

タ

ン

」

酸

及

其

化

合

物

ー

－ 7 

ソ
、
依
－
ア
「
チ

ケ

ノV

分
目
玉亙

時

間

乃

タ

ム
」
ノ

ーー
硫

酸

ヲ四

時

間

還

元

作

用

ス
）
ア

川
目
3
0

・0
0
七

四

克

歪

二

十

活

。l

0 
11.•I 

八

つ了一匹；｜料
川タ｜ハ
ノ｜

金＝｜式
日ウ I¥.../

'l I'＇四 L

！ ι一

試、同一

c－

還
元
時
間

還
元
時
ノ

温

度

常

JV ノV注

力日

ト

ゴ土

ーー
l町、
f;ft. 

融

シ

両日

？去
ーー

ヨ

リ

:::t 

：ウ

ム
」
ヲ

算

出

ス
、是

v
「
デ

JV 

一ノV

コ

ー

－ ワ

ム
」
ノ

分

離

供

用

ーー
担
増
一
冗

ロ
」
（
。－

eb
－－c）氏

セ

フ

一
「
ガ之

第

ノ且

亜

鉛

ー

－ ヨ

ア

完

全

ヲ

シ

タ

') 

~II 

、、、

ヲ

A、
μ 

有

リ

セ

ノレ

溶

液

滴
定
ニ
要
ジ一

向
上
ヨ

q
計
一
向
上
ト
試
料
一
還
元
作
用
中
一

夕
立
第
二
銭
一

算
ジ
タ
U

一
中
ノ
ヨ

9
一
炭
酸
瓦
斯
使
一

溶
液
ハ
昆
〉
一
凶
話
人

5
一
ト
ノ
差
（
瓦
〉
一
周
ノ
有
無
一

回
－
四

一
0
・0
一一一
一一六
一
0
・0
一一一一
一
使
用
セ
ス
一

温

ジ

斑

鉛

末

ーー

相

官

2 ・ブ

錨
及
「
チ

ー

－ 

シ

得

ヲ

継

続

シ 憐

氏

十

度

以

下

或盤

化

錨

規

J、

ヲ

カ日
，、、

以

ア

溺

定

チ
f占

、~，， ノVノV左

ム
」

ρ

ヤ、ノノ
考

タ否ヤ)J 
』 h

古う女11



二
回

一
同

一
同

一

回

ヱ

ハ

一

0
・
0
三
四

O一
0
・
0
0九
入
一
同

悶

一

｜

一

引

出

羽

一
O
一一一一一
一

τ・

o一
一
一
六
司

一
宮

鈴

子
使
用

1
14
11
寸
I
l
l
i－
－

－

1
「
1
1
1
1
1
1
1！
っ

｜

寸

1
1
1

1
1
1
1
1
l

一
同

一
同

一

四・一一一

一
0
・
0
一一一一八
一
0
・0
一一一

O
一
同

一

一
同

一
同

一
同

一

五・

o
一
0
・
0
三

六

一
0
・
0
0六
八
一
同

0
・
0
一一一三七
一
同

一
同

一
同

一

回
・
一
二

0
・
0
一一一一入
↑
0
・
0
0
一九
一
同

同

一
同

一
同

一
同

一

回・一一
一一

0
・

2
一
一
入
一
0
・
0
0
一九
一
同

♀
O
四
三
八
一
同

一
同

一

雌

氏

十

市

一

四
喜
一
一
0
・
0
一
三
八
一

0
・
0
一一一

o一
使

用

ス

五

紋
亙
鈴
子
使
用

0
・

3
4同

一
円

一
同

｜

一

回・
2

一
一
0
・
O
E

O
－

2
ぺ
寸

一
同

一

同

一
同

一

四・
一二

0
・0
一一
二
八
一
0
・
0
0
一
九
一
同

一

一
同

一
同

一

加

ス
一

一
一
一
三

0
・
0
一
一
八
九
一
0
・
0
0四
八
一
使
別
セ
ス

一

一
同

一
同

一

同

一

四
・
三

一
0
・0
一一一一入一

0
・
0
0
一九
一
同

同同同同I司同同

←日－日干日干
熱



0
・

2
一
一
八
一

0
・
0
0
一九
一

司

一
月
リ
ゆ
盈
ノ
硫
酸
一

一

一
！

一
チ
使
月
y

一

0
・
0
一
一
三
三
一
0
・
0
0
8一
同

一

一

0
・
0
一一一七七
一
0
・
U
O
六一

一
同

一

回
・
七

一
0
・0
一
二
四
八
一
0
・0
0九
O
同

一

五
三
二

0
・
0
三
八
五
一

0
・0
0五一
一一
一
使

一

一
同

一
同

一

常

一同

一
同

一

同

0
・
0
四

三

八

一

同

一

三

一

同

市
川

一一川
一一
干
一一一」

γ

一

一

司

一

司

一
撮
氏
十
度

一

一

同

一

周

一

司

一

一
E

一
h

一

以

下

一

一

同

一

同

一

回

一
常

減

一

五・
0
一
0

2

E

0
・
0
0六
八

一
同

一
同

U
L

i
l
－

－一

］

一
同

）

？
に
一

J
J
o
l

－－o五一二
一
同

一

一
同

一
同

一
池

氏

十

市

一

五

・

二

O
ろ
コ
一
七
七

0
・
0
0六
竺
同

－

－

1

－
 

一
三
一
一
一
一
七
一
同

一
同

一

周

一

回・一

一
0
・0
ゴ一

O
一1
0
・0
0三
回
一
同

一

一

同

一
尚

一
同

一

四・一一一

一
0
δ
一
一
二
八

0
・
0
0
一九
一
同

一

一

一

同

L

i

l
i

－

－
－

T一
一
0
・
0
コ

一

巳

守

一

使

用

セ

ス

一
同

一

｜司同

rm 
ス

五



一ー
ー’e・p、

「

U
l
l
l一
同
一
同

一

回
・
三
苧
一
ニ
一
八
一
0
・
F
4同
一

同

0
・

i一
八

一

円

ド

ド

直

片

ー一

五
三
一
店
直
は
O
喜
一
一
同
一

i11
1
1
1
1

一

一同

一

同

一

同

一

五・四一
0
・0
凶

0
0
一0
・0
0
一

一

一

入

一

同

一

一

［

i

司
IN
U－
－司

l

i

l
l

「引
司
引
引
一
引
ー」
｜
｜｜一

同

一

同

一

同

一

同

一

五・
1

0
・0
四O
七一
0
・
8
一

三

一

同

一

一

瓦

正

一

同

一

五

・

1

0
・0
囚
O
七一
0
・0
0
2
一

一

一

同

一

一

一同

一同

一

同

一

i
z
t四o
i
0
3一
一
一
一
同
一

0
・0
一
一
一
三
七
一
ナ
ジ
一
二
回
一
同
一
回
・
一
一
一
一
0
・0
一一一一八
一0
・0
0
一
九
一
同
一

一
同
一
尚

一同

一

間・一一一一
0
・0
一一一一八
一0
・0
0
一九
一同

一

一一
二

A

J

I

V

E

四・
o
一0
・0
一一九六
一0
・
8
四
一
一
同
一

－

J
引
J
W

可
ーベ
U
』
劃
』
引
引
「
1

1
J
i

同同



「
サ
リ
チ
ル
」
酸
「
ア
ン
モ
一
ウ
ム
」
或
ハ

「
サ
リ
チ
ル
」
酸
ニ
捺
ル
法

二
七

同

瓦

一同

一同

一

四・一

一0
・0
三
O
一一一一0
・0
0
一一一四

一

同

一

十周
i

一川

一同

！
一
一
川

一

閥・
三

τ・0
2
一一入
一0
・0
0
一丸一同

J

l

｜

一

一0
・0
回一ニ八
一
ナ

v
一同

一周

一

三
ハ

一0
・0
四一回
一0
・0
0
一一四一同

一

戸
｜

F
L
I
L
4
4
7・1
0
・0
3

一0
・0
2
一一
一
使
用

二

以

上

ノ

結

果

ヲ

1

Y
ニ

掻

氏

於

テ

「
チ

ノ

還

元

作

用

ヲ

十

司

U
Y

毛

ノ

、

如

ク

ニ

ラ

ム

」

或

ρ

餓

会

ニ

シ

ア

且

ヅ

ノ
理
由
－
一
ヨ
ソ

ジ

五

常

ニ

一

U
Y

場

合

之

ニ

遁

逮

ナ

キ

コ

ト

本

方

法

ρ

到

底

「
チ

｝

一

十

度

以

下

一

十

陶

時

問

機

績

ス

y定ρ

「
チ

ニ

ヲ

タ

ア、 セ .：.｛：ノ

温

度

或

其

完

全

Y

毛

ノ

リ
ノ
ア
モ
「
チ
タ

タ

ユ

ラ

ム

」

ノ

ム

」

ノ

定

量

ニ 川
常
祖
－
一

ナ

Y

還

元

ヲ

得

Y

コ

タ

ニ

ρ

望

ム

へ

カ

ト
難
シ
、
叉
「
ヂ

ユ

ク

ム

」

ノ

岩

崎

元

ノ

一
、
、
ノ
場
合
ト
同

使

用

ス

Y

能

ρ

ヲ

ム

」

ラ

サ
y

コ

不

完

ジ
、
以
上

サ

Y

へ



ーー 至 一寸
d性 琵 ソ ーー 三J 澱 ヲ 「下 ヲ 一寸

一寸 ア チ ヂ
チ ノV 溶 - プ ヲ 且 ス カ日 ノ L 

-;; 
ン 、 タ

し一 ト

タ ilとf= 毛 i1~ 溶 沈 よ‘ ツ 然 プ ,;=- 女n或 ソし一
一 ¥)¥: ーー ヲ 角平 品世 E握其 レ JV ク ク ，、 ヅ

ーっ ヒ
ワ 日康 7 前百 ，ヒ ス J、 稀 ト 時 L. ~ ソ Lー

し一 Aえ
L ジ L. ーl' ノレ .JV ；業 溶 毛 ，，、 及 ，、、 リ 一寸

しー L . 一一1 プ

ノ 車2 ノ シ j会 ノ 記長 f俊 之 是 ヂ タ そJ
p 

附燥 煮 向 沸 性 .A J、 ヲ 等 JV リ L 

し一 -i 
着 シ 制品 オ＝ 溶 質 JV 煮 熟 金 :::r 

，戸、
ト

~ ン
ス 主主 i良 煮 磁 ア 時 排s .A 麗 一 w’ 

ノ

日。司

一寸
JV 風 溶 排s Fド 9 ＿，.、ト 三ミ JV －＇・、 7 サ しーf、、

、 一寸
ト固J有" 

場 燈 f{；足 シ ーー 故 サ JV 時 其 i‘ ソ
、 一寸 L 戸』孟、

三コ
メιλ・一 一 r、＇~、 チ ーー リ モ ノ、 警量 盤 tー；ユ チ

Pー許~丹、田・~ト園． － ー「 ，ー-
一 プ 7 却 タ サ チ 沈 躍 基 ノ

、，
JV 

同ー し一＿，.、 熱 i7¥: ヲ ーー リ JV 品在 基 性 中 8 酸 ~ 
し一 一寸 、．-.i －寸 α2 

石宵 ジ 株 ｜坊 7 チ 墜 ヲ ·l~I: サ ’性 U可 ア
一寸 σ3 

庁『r同戸~j 酸秤 I佼 ヨF L JV ヂ 生 ~・ 9 溶

時乙凶件、《一~ 
ン

L__ し一
一 量 ノ

ヅ ． j一え寸 一E寸望 JV ス リ チ 低‘ モ 戸♀4• 

＼ ／ 

プ .A 殆 、 チ． ア :::r JV チ JV － ー "" 一 氏
し一 一寸 」 〆

溶 ノV ン －臨 ノV ン ーー ニ2 ノV 白史 サ ぢ ノ、
L__ 一寸

解 時 ；邑 :::r モ 7 ト 鰻 盤 9 L チ
ーっ しー

ジ ＿，.、 黄 ジ ーー － ー t‘ ナ チ チ 一 タ
、

高官 。b『" 

も議 沈 fコ ク ア グ タ ナ JV 様 ーー
、 し一

員己 色 澱 L t品 ン 之 － ー
9 酸 ノV Jウ

し一 十し一 一寸
作 ヲ ヲ ヲ ノ 毛 ーー ヲ 冷 ア 分 よ、

一「 L_ 
用 得 呈 サ 石油、 瓦 一 反 よ‘ 却 ユ／ 離 ト

し一 一寸
ヲ ，、、 セ '} 酸 ヲ 7 ジ ノ ス モ 法 ヂ

一寸
反 ク サ チ ~j[ 7K L. ヂ 、、、 ノV ーー － ー

ノレ
、 し一

復 沈 JV JV ノ 五 ノV 溶 f!;y ウ 関 :::r 

ス 澱 一戸 酸し→
中 ート ナ :::r 角平 沈 よ‘ シ ーー

、 しー

二
八



被 物 タ ；邑 セ 71¥. ，，、 時及 叉 ノV ク 物 而ーっ 一寸
中 ヲ ーー シ )V 酸 甚 ノ、 タ 、、、 H寺 こH: ミノ

ーっ ニム

ーー 炭 ク i慮 溶 イ七 タ ーー ン 沈 ミノ ブ

注 酸 ，，、
L_  

彼 液 物 良サゴ・二 オ タ v 澱性 プ 鴻

加 カ日 ヲ － ー
ーー ノ、 色 ブ ノV JV 三毛 石古 i尤 被ー寸 ー「

し酸ー し酸一 し一
乙ノ 旦 以 ア サ 質 ヲ

〆、
酸澱 － ー

ミ司

む霊 上 ン ソ 用 ナ _, 、 ノ F・4
日，，，前" セ｝ ノ、

一寸
過 :1t ノ モ チ J: ジ 黄 ：ソ

＝”ーd司 ヲ シ 過ーっ ーー． ・
ジ ーー 四 ーー ノV サ プ 色 ヂ

、er円＝ 
荷i メ 乗lj

Lー 、，

沈 熔金 ア 自度 ソ 溶 一寸 ク :=:-『 罪事 実名 ノ
L_  タ 一寸

j殿融局 ヲ ヲ チ 角平 i‘ 
、，， 

三／ 灼 アン 『】

ヲ シ ヨ 力日 カ!I ノレ .A タ ~b品kl 戸r・．2 煮 シ ン

熱水 9 ア ，、．． L酸－ ノV ノV 及 （で 沸干［i モ
'- 一寸 8 

灼 ーー 分 ノν 数 ノ ノ 百愛 オ シ 量 一
.A 溶 出住 時 伝子 ;J< ·f~I: ＿，・、 ノV ヨ。勺 コ 之 ス ア

、
Lー

ノν 解 ス ＿，・、 間 溶 ア ~I匝 ソ 炉4

－ ー
一寸 ヲにコ ソ一寸

＇＂＂ー

一寸
時 ジ ノE〆 チ ：者 l後 ソ 色 チ 、．ト・4 サ 9 カ日、 w 
J、 煮 コ タ 沸 ーー 叉 ノ タ E泊 9 ウ 〆、、

一「 F・4
酸 想自 ト ーー 温不 ヂ 沈 ン 0 むY チ l‘ 煮

L_  C三 L_  

イと 温 ヲ 7ヲ 度 溶 ノV 澱 1唆 』4 JV -t 訪日ー寸 じ’ L_  

ーー 度 得 よ‘ ーー d性 ::::: － ー
ト4

ー醍寸 一亦寸
ジ』・4、 しー I ） ー寸

オ ーー gu 沈 熱 ナ ーー ナ サ 氏 ア ヂ チ

プ於 チ i殿 ジ ソ ヲ 9 9 － ー
ン ノV タ

ニ丸

し等一 ア
、 ー寸

以 ス タ 故 よ‘ オ チ 依 モ ::::: ーー
It 一「 、

及し一ヲ サ 上 之 JV ーー ノV 2ν v ーー ーー ウ

得 9 金 ーー 後 是 ソ ソ し酸一 ノ、 ：ウ ウ よ‘
一寸 L 

，、‘ チ 属 ヨ 沈 等 リ チ ヲ ーー よ‘ よ、 ヲ
L_  L_ 

ク JI〆 ノ リ j殿 ヲ そy タ 力日 オ ヲ Jj(. 
、

酸穂、 酸 プ ヲ メI-'.ドI よ‘ ン プ フや 力n同 醍
一寸 しー し酸一 し一

液 溶 fと ず－ 掛：t 有 ノ ノV 酸 ブ 三／ イと



出 リ t長 ジ ーー 7 始 等 割 モ ょ、 以 ヲ
し一 一寸

（ー）セ ノ、 被 減 ア よ‘ メ ヲ 合其 F昼 上 ア
一寸 Lー し一
サ リ 夏 ノ 過 ヲ ノ ーー 賞 如巣 ーー 一 ン〆

一、 ←寸 一ヂ寸
リ 其 一由 チ シ 注 酸 験 何 シ dヌfじ＝・ 氏 モ

一寸 ":J 

チ 結 チ タ 残 力日 イと .A － ー
ブ 杢 ノ ーー

JV 果 タ － ー
浮 ジ 物 '} ノV ヨ 精 ーー 研 ア

Lー ヅ し一
酸 ，，、 ーー fフ ヲ プ ノ
一寸

ヒ ノ リ
L 

密 溶 究 ーー

ア 左 7 主‘ 熱 中 一及一寸 要 プ ナ 角平 ーー プ
し一

ン ノ よ‘ ヲ 湯 ·r~ 定 7 ア 其． ノV ミノ ヨ 慮

毛 主日
し一
ヲ A口、或 ト 主Ji

一寸
ロ リ 溶 定 ヂ レ 理

ーー ミ／ 定 有 J、 ナ ヲ イ 解 量－ ノレ ＿，、 .A 

ヲ 豆主主 セ
一寸
サ ジ 重 ン 性分 :::t 

一寸
ヲー ノV

J.,, ジ サ ワ 之硫 及 析 － ー
タ 時

し一 一寸
酸 L氏－ ーー 守2 JV チ ーー 不 一 ウ － ー

J、
一寸 一寸

操 ノV ーー ノv サ カ日 ノ 溶臆 J.,, ヲ チ
Lー L一、

ノレ :::t 至 酸 ヲ 里 i主 解 用 ，，、
よ‘ タ

一「 L 

沈 ーー ノv ア チ ト ーー 11~1: ジ 之 d，、 ;y 

ーっ しー
灘 ウ ’守 ：／ ノV

L 
共基 ーー 得 一 サ 酸

ヲ よ‘ プ モ 醜 － ー
ツ 襲 ，、、 殆 リ ノ

L 一寸
煮 ノ 1先 ーー ア 熔 キ イと キ ＝／ チ 沈

”「
沸 沈 計産 ウ ン 融 チ ヲ 程ー ト JV 澱

濃 i殿 シ ム モ
一寸 Lー

L 

シ タ 来度 不 酸 ヲ

サ 量熟 ノ ーー 其 ーー タ ナ 溶 或 得

ソ 及 r!1 煮 ヲ 水 7 .A 9 井1 ＿，、 JV 

チ 其 シ 沸 l‘ 溶 L‘ :::t 
ヘ’

d性 事J、 しー Lー 、 一寸
JV 溶熱 濃 ヲ 液 及一寸 ト 及 ナ ア ~ 
し一

一酸寸 解 灼 溶 カ日 ーー ヂ ナ 雨 ソ ン プ
一寸

ア :fi' 王 物 被 ，、、 ア ノV -'-¥'- 金 h モ

ン ヲ 中 ーー 煮 ユ／ :::t 
ヘ’ 麗 A ーー、

毛 算 ヨ プ 沸 毛 ーー 是 ノ ブ 7 



一試 多－＇＇ JV 沈

料 （二〉量ニコ澱
一寸 一

サ ノ回ト作 '7 。同
ソ務 重 難 用 よ‘t。

溶L.. チ解ヌク J、。
ノV ヲ JV 而 縦。
L.. 〆’ー、、、
酸免時モ同 千強一寸: 。F 寸 一寸

pレアア v J、 ヂタ ニ
最y一寸

同 ンスチノV ア 四王

毛 タコ J、
一寸

瓦アユ ユニチ 、＇－－

ウ ヲヲタ
＊コ

一五
同 ム ムムエ 百itu

し－ L.. Lー 玉、ニ ヲノ、ラ 一「
十サ

接 持完ム
立、E」，リ,, Lー

。。ノV 離会ヲ
ー寸

沈 ジユヂ ブ

。。澱 得沈ノV f先
ヲ ノν 澱コ 株

同 熱 毛セニ 0）痕 O二同 ｜｜同 セ

湯 同 J屯 7 。 δ回 ノ：v、
8 一

－ ー
時而ム 。 場

L 一 i.Jl;・ 一
プ ーー ミノ ヨ メι日入． 

同
一寸 。痕 O三 l司 悶洗 ヂ ブ 9 

。。七 18同1長 ノV 沈完

澱全 一セ :3 
五 跡 五

一ノV 一．， ヲ ーー。 0-。。。場 ク 二分 δ回 。
ろ回8 回 iλ _. .l. 回離

~ 1 8 。。
し一
ノ 或ス一



！ ？光ハ
i議 ！＇ : 5 

! ! I澱［つ！〆「 N 川「｝｜／「 l ::,' ! 

l!t9 I又＼：） ,I ;L＜九 ！ゐ l
kノ，z- I＂－ノ J I v I I 

! 0 0- 0 i 

! ~ ： さ同： ~ i 

'O 0 O ' 
七 l 七 i0 I 

I 0二l

｜ろ1司；

Fじ

一

j
l
i

－－訂
引
3

E

l

～む一
0
0

一

一

一

同

一

一

同

一

二

問

一

三

間

一

一

間

。δの一一一一一
0

6
一
三
七

一
0
・0
一一一一一

0
・
0
0七
六
一

0
・0
一一九二

跡
一

0
・3
1
0
2
5

0
・0
0
0四一

溶
解
セ
ル

結

場 （三）巣
←寸

合サ

リ

チ

L 

鰻（ー）
一寸

ア

於

ブ

J、

ーー

［司0
・の
O
一一一

痕

。
C
－
o
η
O四

ト

大

差

ナ

シ

ン

i‘ 
Lー

ク

チ

懐

沈

澱

JV 

ヲ
「
サ

y
」
酸

tit 

樵

ー

－ ク

モ

セ

ブ

i司

五

［沈｜混玄 ： ハ試
！ ｜度＂ i Fl. 
｜｜言1-i v 料
｜抽｜分fレ l 一一一一－

! ~ ！括；g
I ＇－ノ ｜ ノ w

i ＇？問 ！

i主 i0 1 

i司
Eコ
Cコ
ft.. 
J" 

同1
i 0 i 

i三（
j ~I町

｜♂l 

1fl空i
！（同I I 

l三~~~ 1- .. 
1~1 
｜三！；五

1~1－；一一一
｜互 I-i 

！ 三i －~I-, -
io同j I I司｜
I o I - I 

1二！ 0 i 

、門一。、

0

・0
一一一（〕

0

・0

一（己

[jlj 

同

同

同

同

l司

同

同

l司

同

同

ノレ



.. 

ム
」
ノ

キ
ヲ
閉
じ
ヒ

シ

硝

酸

ニ

ン

モ

ニ

ヲ

煮

沸

溶

液

ニ

テ

ρ

之

ヲ

略

ス

次
－
一
「
ミ
ュ

1
レ

Y
」氏

炭

酸

加

盟

曹

達

或

「
サ
ソ
チ

Y
」
酸
ヲ
加
r、、 J、ノ

法
ニ
従
ヒ
「
チ

炭

酸

加

盟

一

時

間

内

外

煮

沸ユニ

ト

共タ

ジ熔ヲ

磁融
過シ

ム
」
及
「
ヂ

U
F

熱

湯
ジ

残

浮

ヲアユ

再蕗ヲ

理ム
し一

同ジノ

様不雨

ユ溶酸

慮． 残化

理津物

シー

櫨

過
酸
「
ア

洗

聯

披

セ

サ

Y

「
チ
タ
ニ

ス
ヘ

ヲ

。1
e I 
ι；》 l

0 i三：

7 ュ
「
サ

一

一

0
・0uz
L

o

g
i

c－
B
一一。
一
口・呂
美
一

一

一
0

2
一六
一
。・000
二

0
・8
0
一一
0
・00
一五
一

ム
」
ノ

H寺

モ
「
チ

タ

干

一
：ヲ

完

全

ー・一

搭

去

ト

..＞、

チ
U
Y

」
酸
溶
液
ヲ

前

ノ

場

合

ト

異

溶
解
「
ヂ

Y

コ
ニ

雨

金

踊

ノ

溶

液

ア
溶
解
ジ
「
ア
ン

ム
」
ヲ
加
へ

洗

糠

セ

Y

場煮

合沸

ニ
ア
」
ヲ
加

沈

澱

ヲ

向

毛

結

果

ρ

クナ以

ム、 ノv 7 
L. 

ンノ慮シ

一
「
ア

モシ

モ沈ナタ

ユ澱シノV

或

ア
」
ヲ

へ
，
プ

ホ
「
サ

殆

ン

ー

－ 

~ 

川

硫

酸

購

ノ

有

害

作

用

ヲ

加

ヘ

ア

其

水

酸

化

物

ヲ

作

中

性

ト

ナ

ジ

之

ュ

「

サ

ソ

チ

チ

Y
」
酸
「
ア
ン
モ
ユ
ク
ム
」
ノ

以

上

－

一

異

ス

、

結

果

表

ヲ

ナ

フ

ヲ 呈JV 9 
Lー



タ

リ
ノ
、
其
結
果

J、

左

ノ

女11

シ

鴎

（支〉

一

一
再

一

－

一

一

一

第
四
阿
沈
澱
中

一
引
1
7

1
一
準
日

程
翌
日
露

三

瀦制定
u

一
転一ウム」

崎
司
ぼ
没
司
一
切

P1W川一一一日

i

j一一コ
一一一0
・ι
1

7

0

i

ア

同

一同

一
同

一0
・0
一一九五
一0
・0
一δ
一二
0

・0
一六九
一0
・8
2
一同

一同

L
Fg仁
川
ほ
一
川
広
・o
一o
ム
0

・
2
一一0
・8
八一
一同

一

一

一

0

・0
一O
五
一

0

・8
八一一一
0

・8
3
7

，． 

試吋

9 

同同
同

試

料

料同ーー
ア

ブ

第

, 

JV 

ーー

濃

度

、

煮

沸

時

間

~，、

炭

酸

カll

里

曹長
達J短

if：ゼ
ノ場

合

沈

澱

中

ユ

四

回

ノ

反

復

ノν

.A 

ジ

少

ナ

ブ

向

時

川
「
チ

タ

カ

サ

ノV

フ

剤

同

問

、

第

二

回

等

ノ

ノ

ノ

結

果

ヲ、

使

用

ホ
「
チ

ーー

ウ

ム
」
ノ

タ

ーー

7 

ム
」
ヲ

分

離

，、．． 

シ

沈

澱

量

ノ

ρ

「
サ

異

ナ

JV 

, 
チ

ナ

ノV

ク
、
熔
創
刊

ヲ

使

用

茨

酸

加

里

，、、

ーー

シ

ノV

場
メ』
ι・
ーー

比

結

果

良

好

ジ

ナ

タ存

在

兎

ス
、
斯
ノ

沈

澱

作

用

ま日

レ

ク

ヲ

ス

ノV

先

チ
「
ヂ

ム
」
ノ

損

失

ノv

亡Z

ーー

7 

ーー

W
F

」
酸
溶

ノV

シモ，、

タ第ヲ決



若コストミホシ煮雨コ JV -:;: 以

クニへ錐お溶ア沸金ニコタ 上

J、クカモ 知！酸シ）員ヲエニ 賞

之ムラ雨 セ瞳．テノムヲク 験
し一 一寸 Lー

ヲ溶ス金 ノV 化チ稀ノムム ノ

苅！被其麗冨一チ「ーヂ「タ醸沈し溶ーし溶ー 六結
<:N 

へ ニ後ノ 3 タノV ユ酸澱液被 果、
Jテ歩t之分本ニコク溶セニニ E円K ユ

甚一酸寸 ＝離方ク エ Lム一被サ炭抜高向志定 徴

タア就ユ】法ムクノユノレ砂酸「ス
」「「ア

長ンキ炭 J、トム大被コアア ノV
」ン

時毛研ー酸っ極ヲヲ部一酸寸 トンノV ユ

間二究アメ分結分アアモヵモ本

ユヲセンア離品ヲンリ ユ リ 一 方、 Lー
亘ムノV モ不スセ沈モ千クヲウ法

し一
ノV ヲ毛ユ完ノν シ澱ニ入 ム加ム J、

しー 」ー

時 加ノヲ全ノメセウ百 ヲ フ ニ 到

J、ァナ ムニ研之シム六加 ／V 措底
一寸 Lー し－ ~ 
ヂノV キアジ究エメ及十ア時ノレ賞

JV ユカ使アヲヨ其炭六 JV 一J寸、士fl 用

コ嘗如用今蓄を Y 践ー酸寸年l 時チ 1~て・ュ

エ 9 ジセ日表ア被アへ J、タ 遁、 一寸
ヲ其賞ノV 取ジヂエンノV 妹二 セ

五
ム量験氏 JテタノV 撞毛マヲもク サ

i Lー
J、多ユノ用ソコ酸エンユム ノν

（ 」炉同 」
ーカヨ考アテ4 ニヲラ同ヨ J、 へ

般ラ v 案へ空ク加ム ） 戸出Eロ. リ沈 ジ
z サ J、 J、ヵ z与．ムへしヲ－ テ j殿

ー「 L ー寸
沈 ノV ヂ浅ラ 市巴Q ト蒸加氏 ヂジ

澱時 JV 却スヶ備費へ J、ノV 戸ヂ「

、



三宅

ノレ

傾

向

η
ノ
、
決
酸
「
ア

ー

－ ヲ

よ．

し「
ヲ

_,_ ，、

稀

多

量

使

用

後

丈

記

載

ミノ

ーー

ノ

方

法

；
試

す

3
一

事

長

一

宗

一

沈

澱

鴻

過

ム

器

訪

者

）

門

州

一

誠

一

海

糊

清

和

鵠

銃

計

一

8
3
E）

－

rF44
－
b
1
7
1
i
l
i
－－l
i
l
i

－－－
J

i

l
l

－P
P

3

1

ノ

3
豆
旭
川
球
一
安
芸
剖
合
一
ノ
時
間

一

目。同

一

N
P

一

吋

FP

一

NHP

一

一

＼h
d百
分
J

一
沈
澱
制
注
加
後

一

一

一〉

一
ぅ

は
1
1
1
J
J
I一
i
J
i

－－j
己
保
陶
酔

f
W
1
1
1
ほ
ur
－－
一M1
1

－

－

－

－

一

－

、J

－
、J

同

一

0
・0
一
一一

O
一
同

一
間

同

一

同

一

マ

0
0
η
四
一

o’O
一
七
一

一ト
九
一
一
・八
六
一
件
四
一
一
・
五
内

U
l
－－一
llU
一引か一
同
干

h
E
」
引
引
一
む
副
司
し引
h
u
u

十
三
配
む
干
十
市
一
一1

1

1

一ー引
引
司
山
日
川
町
川
一
畑
一
日
川
市

一

一

一

沈
澱
制
法
加
後

一

一

一

う

一

〉

同

一

3
・

3四
五
一
同

一

同

同

一

三

日

義

一
品
一
コ
・3
3
一一一一一一コ
・

3
1
L週一一
・
5
ハ一

住

宅

・
七
八

lili

－－
卜ーー
ーート
tal
l
ト
l
il
l

－回
ス
（
常
性
一

I
l
－－「
I
l
－－ト｜｜｜
L
I
l
i
－－

一

一

l

一

一
3

一

一

、

づ

一
人ノ

防

0
・
。
＝

δ
一
日

一
同

同

一

同

一

0
・0
0一一一三
一
0
・

2
2
1四一

・

2
石
ニ
0
・入＝

4

ン

ア

モ

ノ

ーー

擁

必

ノ

使

用

又

JV 

｜時

被

酸

聴

..；，、

シ

.A 

モ

手

数

要

ト

フじ

金

一
「
ヂ

プ

殆

ジ

ン

.A 

セ

ヲ

分

離

得

キ

施

行

ジ
、之

就

シ

女日

4、、

キ

ゴJ

ーー

キヰ

（
γ
丸
）

...、

臨

酸

於

ケ

JV 

恭

費

等

子

E

4
A
1

ィ
s
q

ご二

ノ

ノV

ム
」
及
「
チ

『

一
ウ

ム
」
雨
金
属

7 

~ 

ーー

タ

セ

ノV

試

験

ノ

左

結

果

掲

ク

ヲ

ノ『ヲ



一

一

九

J

、J

一

0
・
9
一一一一

O
一
同

一

同

一
同

一

0
・
0
0一一九一

0
・
0
一一六二
一ト
四
八
士
二

一
件

一

一

一

一

工

、

J

、J

一

0
・
0
四
五

0
一

同

一

同

同

一

同

一

0
・0
0一一一九一

oδ
凶
六

O
士

一

0
・一一一六一

ι

1
1
1
1
1一
比

一

H113同明
ぺ

一
ー
は

巳

は

日

ハ

J
1一

ん

は

日

一

同

一

0
・0
一一一一一り
一
同

一

同

門

下

一

0
・0
一一
0
0一
0
会
一
一
三
一
一
人
・
主
的
四
一
三
ニ
間

同

一

0
・0
凶
五

C
一同

一
同

同

一
同

一

0
・
0
一一九
O
一
0
・0
四
回
O
一的
一
一
一
・
五
七
一
日
一
一
－
一
一
一
一

一

一

一
一
沈
澱
鮒
詑
加
後
ム

一

一

同

一

0
・
0
一二

O
一

同

一

同

司

二

夜

チ

終

テ

慮

一

0
・0
一
七
三

0
・0
二
二
五
一
ト
三
八
・
九
三
一
件
八
七
・
五

O

一

一

一

I

一
過
ス
ハ
常
温
）
i
一

一

門

店

一

一

i
M
L：
一

川

l
L
1l
i
－－
11JA

－－

同

一

0
・
0
間
五

0
一

同

一

同

同

一

同

一

0
・
0
一一九一一一

0
・0
四
一
一
一
六
百
四
旦
一
九
一
日
一
一
一
－
一
一

一

一

一
次
岨
抑
制
附
注
加
後

一

一

尚

一

o
δ
O凶
五
一
同

一
同
同
一
閥
日
チ
印
税
テ
鴻
一

0
・0
二
四
五
一
0
・0
0八
O一
ト
一
二
・
五

o
hげ
七
七
・
七
入

一

一

一
過
ス
（
常
温
）

一

一

一

0
・0
一一一

0
一

同

一

同

同

一

同

一

0
・
0
一一七
0
一
0
・0
一
コ
八
一
ω
一
二
主
的
六
・
六
七

引
引
配
下
一
｜
｜
引
」
－
h
i
l
l

－－一引
む
引
宅
配
一
一目引｝

i弓

同

一一二・九一

同

一一・一一一一

同同

同

七



ヘ

ーー
「

1111J
1
1
1
1

7

r
ut
－－E
1
1
川

111

同

E

、、，J

一
・
七
九
一
ト

0
・0凶
五

O
一
同

同

同炭
酸
「
ア

濃

厚

ナ

JV 

時

及

放

置

時

以

上

ム
」
溶
液

結

果

見

JV 

二／

ーー

ー一
ク

毛

ヲ

ノ

ノ

キ

ム
」
ノ

殊

務

解

量

減

ジ

放

置

時

間

従

一「
チ

長

長

時

ヲ

キ

タ

ーー

ーー

ーー

ヒ

ノ

ノ

盆

良

好

ナ

欲

シ

計
－
プ

溶

液

放

置

短

縮

yν 

時

間

如

以

プ

ン

毛

キ

ヲ

ヲ

ト

ノ

ノ

、

お

沸

ソ
、
其
結
果

ヨk

シ

ま日

J、

ジ

タ

ノ

試

料

（
ぷ
）

一

三

世
13
一
附
均
五

位

告

峰

一
沈

澱

漉

過

一

果

（

き

一

九
一
一
ぷ
箱
賦
純
一

（誕〉
一テ示ス〉

一

一

l
l
E

三

ー引

1
3
2
2鐙（
言

わ

綿

一
ノ

時

間

一

一

割

斗

J
引
」
｜
ー
引

一

一

一

沈

澱

剤

注

加

後

十

一

一

一

り

一り

一

一

ス

i

一

一

一

0

0
一人

O
一
0
・
8

2

一一五
O
一七
五
（約
百
分
ノ
J

一三一

分
間
煮
弗

Uf
a－O
一一八一
一一

0
・0
0
回入一
ω

0
・七

二
じ
大
ヱ
ハ
七

向

－

一

－

一

－

一

、，J

－、、aノ

同

一
0
・
0
四
五

O
一
同

官

同

一
同

一
0
・0
一一九

二

0
・0
四
O
八
存

三

・
九
三
一ト

九

・
一一
一一↓一

十

lE
f
引
十七
可

11111

一引
一割
引
明
引
む

一

一

一

一

一

一

寸

一

〉

同

一
oδ
四
五

O
一
同

一同

同

一
同

一
0
・0
五
四
二
一
0
・0
一二
三
百

九
一一一・
五
七
一ト

七
一
一
・
六
七

同

一
9
0
一一一

o一
一
8

T
Oハ
約
百
分
ノ
コ一
三〉
一
同

一
0
・0
一一八

O一
0
・0
一
一一一

一

0
一的

0
・

2

結吋目。。

間

結

巣ヲ



七－

O
六

一
0
・0
一七
0
一
同
一
同

一
同

一

0
・0
一一九
O
一
0
・0
一
五
八
百

三

・
五
七
一円

一

o引引
ム

同

一同

十

一

同

一

0
0一八九一
o
j一一
δ
一

向

引

引

一
ω

一
0
・0
0四
五
一
同

一七
五
ハ
約
百
分
ノ
凶
一
一
）一

同

一
0
・0
一一一

2
一
0
・0
0
－九
百

八・

2一
y七
・
七
八

一
0
・0
四
五
0
一同

一同

同

一

U

司

釦

到

引

引

剖

U
U汁

ハ
四
・
四
四

一

「

l
I
l
l
i－－

l
i
l
i－－

一
0
・

8四
五
一
五
O
一
同
（
約
百
分
ノ
五
O
U一
同

一

0
・
0
一一八七一

0
・0
0四
一
有
一
一
・
五
O
一的

一
（
・
（
こ

J
4
一
（
－

C
（

E
こ
一
（

一

同 同同同同
ム
」
ρ

沈

澱

剤

注

加

後

煮

沸

日

一

ナ沈

澱

剤

タ

シ
、
而
シ

ーー
,,... 
吊

多

少

ノ

「

ヂ

ブ

結

果

J、

ノ

濃

度

比

例

ーー

ウノ

ム
」
ノ

溶

液

中

ニ

沈

澱

作

用

シ

得

.JV 

ヤ

分

離

ヲ

反

復

計

ノV

ス

JV 

JV 

::% 

匝

々ヲ残

留

_;;t. 

ノV

，、、

カ

同ノ

方

法

ーー

ーー
ウ
ノ

ム
」
ヲ

ーー

シ

プ
一寸

チ

ナ

サ

ノv

、
二え

JV 

コ

時

或

ρ

「
チ試

料

溶

液

ーー

炭
酸
「
ア

毛

J、

フ

ス
、
依
－
プ

ヨh
r
 

，es 
タ毛ト

ノVヒーーノナタ

時

場
メ込
ιー・

ト

異

ナ

前

J、

ノ

ブ

沈

澱

溶

液

中

ジ

"!! 

ム
」
ト
「
ヂ

fヲ

ノV

::% 

ーー

、

日
／
、
た
山

占
M
月

一

A
ヲ
a

ト

毛

者

沸

レ〆

キ

故

ヲ

以

プ

其

沈

澱

ノ

ーー

ム
」
及
「
ヂ

＝， 

ーー

ノV

ヲ

ン’

ーー

リ
「
チス

残

留

i‘ 
しー
ト

ノ

Jえ

ノV

ヲ

溶

解

"!! 

ム
L
ヲ

ーー
ウ

ム
」
ヲ

四
・
三
五

a

、’
a

、－F
4

J

ノ
・
J
／

4
・・

タ

7 

ーー

ノν

＝， 

ト

関

係

及

時

ρ

「
チ

ジ

再

精

確

-
－ 

過

剰



液

中

次

表

ーー

力日

数

赤

間

煮

沸

ヨ

ソ

沈

澱

周つ

ヲ

洗

糠

ーー

依

過

酸

化

水

素

－

一

夕
、
之

セ

ト

ナ

先

ツ

レ

一，、

熱

湯

i慮
過

シ

ジ

4予、

ーー

ーー

..＞、

殆

ト
「
チ

ー

－ 

Jレ

二1

ヨ干

モ

I［~IJ lよ＇：~
｜ 門 i同 ifi>] 1 玉｜馬町 ~'7 Y~， 
l i I ｜δ！）註サ色毛議l

j JlJ ~ 1t1 I~~ l J語l；野j
~~光加ユ／出へ液ラゥ酸，，...， ＂＇五守政試 l ) :.Ii> 

·~~~；言語~i~！！i·；~~I ~ E 
」「チチ三熱タテ洗煮加毛ニ｜比 一

水間 Pレチア騒昔日i慮湯ニ水澱沸ヘニ炭｜ 仙 JI!!! 

ヌマ I ~ ~ i I j・ ・1 ~ I I ~ 

ム
」
ノ

ン

存

在

タ

7 

主主

ヨ

ア
之

検

酸

ーー

沈

澱

溶

解

シ

再

ジ

ヲ

ヲ

リ

時

一
子I三

女日

ジ

J屯

カ

｜試

料

JHJ
FC

O
 

同

同

同

同

同

I母

ヒ

同

作

用

，反

復

セ

リ
、
其
結
果

ヲ

0

・0
一
品
凶

0

・0
三
回
＝
一

0

・0
2
2

0

・0
六
八
七

縮J、



同同同I司同
試

同
，
日
（
》
同

Eコ I Cコ I cコ ｜ 亡コ

雪 ！害 ！号Is. 
~ 0 - ' ~ ' O&  

o I プさ I 巴コ ｜ プて

料
（
式
）

N
る
・圃

五 ｜δ｜同 16
0 IO I I 0 
七 i七 ｜ ｜七
五 i五 i I五
，，.－.......ド（、 ii司 ！ヶτ：：
約 lノ約｜ ［ 刺

六百！凶百 1 ！二百

0t1ミZtI l芝金｜ I 
ス~~ー及ト沈ョ水ニル溶ニウ酸

夕方第ス澱ニ酸ョト液液ム化
ル法四・チウ化リ悶チ解」「
宅ニ回第第ム「｛!j.－慮 V ヰチ
ノヨノ、三二」ヂ夕方理試臨タ
トリ同岡田ノ lレル法セ料酸エ

Cコ i Cコ I cコ I cコ I C:コ
ろ iろ ｜ろ ｜ ろ ｜ ろ
*" I ノ、 l -"'" I *- I ，.、
辺見 ｜ 》1 I cコ I ;;'< I j言

CJ I Cコ I Cコ I cコ l Cコ

呈 1 812181~
夫 ！三 l 会 ｜元｜合

同

同

」 l三｜三｜三11
'i' 
8 
3忌

ト一一一l一一一一｜一一一」一一一一l一一一一

ナ

一＿，ーーし＿！＿I~こ
0

・Q（八一
0

・0
0日一六

0

・Q二品
0

・co
－－一一

0

・0
斗
五
八

数
回
沈
澱
作
用
チ
反
復
ジ
タ
U

後
ノ
結
果
〈
瓦
）

一
Nγ
斗
す
M
l丁一山

口・一O
O
A

一
2
0一一五
一

一

一

0

・一吉
一一

Z
一日一

一

一

一

一

一
7
2
8
7
・i

第

同

aHO凶

2

8

7

0
0

一一

U
4一

｜

川

｜

7
J
I－
－一

一

0

・0
一00
一
0

・0
一00
一

一

一

同

同

同

同

回

凶

備

鼻、，



I司同

本

試

験

ノ

酸

RJJ 

ナ

キ

以

上

数

回

ト

ヌじ

全

以

上

記

載

j去
ノ、

量

一
闘
係

ヲノノ最

同

同

同

同

ーー

於
－
プ

又
水
酸
化
「
チ

ヲ

使

用

チ

硫
酸
、
硝
酸

以

ブ

娃．

ーー

結

果

ヲ

見

沈

澱

作

用

ーー

分

離

ス
戸七

同同同

記

載

セ比

較

的

多

量
日寺

JV 

ーー

ヲ

反

復

＋圭t
亦口

セ

ノV

方

法

中

今

回

シ

ア

従

来

毛

簡
草
ニ寅

行

ナ

ク

ーー

便

.A J主ー

－ 
17 三／ノv

二台二

早ノノ結

果 ーー

7 

ム
」
ノ

Cコ l Cコ l cコ・1 ・l ・o I Cコ I 巳コ
仁コ I にぷ I cコ
ニ二 I z二 I cit. 
z可 』 ・ー ’ すL' ＂’丸

一 一一

再

沈

澱

リ
ノ
、
其
結
果
，，、

タ研

究

方

f去

ノ

ρ

「チ宇

一ーー

炭
酸
「
ア

タ

7 

ー

－ 

係

JV 

決
酸
「
ア

比

シ
「
チ

毛

亦

精

確

ナ

口
－
2

0
2

一

0

・完九八一

7
0
九三

ー・一
際

睡

酸

ノ

ン

モ

ム
」
ト
「
ヂ三ノ

タ

ーー
7り

η
ノ
、
且

ツ

場

合 ．其

溶

解

シ

ーー

ム
」
ヲ

7 ノV

::r 

毛

ーー

ム
」
及
「
ヂ

本

方

法
四

ロ
－O
九九八

一
知
哨
澱
チ

0

・0

九九
u

一
同

ーー

盤

酸

以

外

ト

更

ーー

国

民

ナ

使

用

シ

カ日
占目

“m 

ーー

：てy

よ‘

しー

..＞、

ク

よ‘

しー

嬢
M
Y

分

離

JV 

ーー

ウ

::r 

，，、

雨

金

属

殆
ヲ吾

ノVム
」
ノ 所ジシ〆4固



ノ 澱 .l.. ~従 宅二叉 定麗 一寸 タ 果 ヌ民 J’i、－ f困
し一 一寸 ヂ

酸 ヲ ノ、 ノ 。F可
，、之、 量定 JV － ー

ノ 素 サ ーー

素生其稀 。炉口同同b・，・ 分 量 ~ 7 ;r.: ーー 、 定

ヲ ス 溶濃 L〆 析 ーー 一 .l.. 事青 嬢 ノV 量
し一

霊堂 JV 波 女日 w ~ 法 ．於 そy ヲ 確 ノレ’ ノ ス

生 ト ノ やす i p 
ケ ム 雨 ナ 方利 JV 

し一
.A 云極 － ー

ジ JV ヲ 金ノV 法便 ーー
"' 、H" H同叫J 

，、、 フ メ 拘
、，

プ 設 雨 属 ~ J、 ヲ1 ア』・4
国民

キ ーー ブ プ
αD 

差 金 酸 雨有 JV 。D ＿；，、

濃基濃 ・ス
、σ．コ’〈宮｝輔

何 ノ ｝員 化 論 金 ス ヲ除ー 、、dノ
'::/:! 、

度 ツ 厚溶 同氏 等他酸物 ヲ 属普 以 ｜
戸 ＼ 3中2・ ノ一寸 ク ナ J琵 ノ 金 化 ノ 須 ノ 通 プ
ブ 、‘ー”
ナ

氏 JV 中 ア 過 債属物合 タ 極分一

ノ ；邑 ヨ ソ 酸 値 ーー 7 量 ス メ 析 金ノV 、 、
」寅酸 リ 此化 ナ 件合 ヨ 延回;:: ア 書麗
ノ’ー、
目験イと沈方水 キ ア 量 '}. v 少 ーー ーー
f戸】" 

、

E。ト】づ: 
ーー 水澱法素 毛 ヲ ヨ 一 一 量記於
ヨ 来－ ヲ ，；・、 ノ ノ 兎 ヲ ，；・、 ，；・、 ナ 載 ケ、、J’

一「 一寸ー「

氏 L〆 溶生 チ 濃 、 レ 算 チ ヂ ノv セ ノV

ノ ノ、 被 Jミ タ 溶 女日 サ 出 タ JJV 場 プ 説
誠Eせa 一 ーー JV ーー 液 ジ L〆 .A ーー ＝， 合ノV 差． 

濃容遇 ~ 7 ーー .＞、 ノV ：ワ 一．， 以 、 ノ

四

溶積 ヒ ト ム 協 ナ 一 よ‘ 7 外燐 他
L • L_  

酸 金液 ヨ タ ナ .＞、 ノV ソ ア ヲ よ‘ 一、
Lー

J、 リ JV ク ；邑持 其；ノV 比 ヲ ，；・、 官・’麗、
四百 時三・酸離 他 ヲ 色定 使 途 ーー

百二始 JV fと及 ノ 以定 量 用 及 影

七 十 メ 二2 水定 方 プ 量 ジ ジ 過 響

十容 プ － ー
素量 法 一 シ’ ブ プ 酸 ヲ

一「

五積沈 7 溶法 ，；・、 金 プ 'f 結化及



l 

重 是 ヲ 二主 ←チ寸 ナ タ ノV 教生硫容

硫等要 ーー タ
ノν ーー 時秒 三宅 酸積

酸金 シ ク ーー 毛 ク ，，、 ーー ，、、 ヲ ヲ

加麗之λ ム ク ノ i‘ 遂 ジ キ 合蓄を
しー し一

里 ノ ヲ ト よ‘
，；，、 雨 ーー プ 濃有生

しー
熔分簡 ノ 及一 第容金金生度三三一寸
融離易場 ヂ 一易属部ス ノ ヨ ノ

一後 ーー ナ 合ノV 章ニ J、現ノν モ ヲ 過

其関 フ ーー コ 得分出 毛 ノ
P回酸fと酸 ジ ジ 於 ニ 「難離ス 完ヲ

性一 ムケ ク鍛チクシノV 全；p ト 水

溶般 ;v ノV ム及タ 従得 ーー ナ ;v シ素
」；前一被 ーー ヲ‘ 如ト ー ブ フ 至 フ :2 プ 溶

ーー 良本 ク 鍵俺ウ 賞 ／Y /V ス ーー 直披

硫 法試悶及 ト ム ;fi ト ト 然 ク ーー .）・、
L...ー ーっ

化ト 験難満ノ及ヲ .A "A レ 主主 且
ニ$..
ノ

水 認ノナ俺分デ困 ノv ア ト 溶し一 完 /V 、
素 メ 目 フ ト 離ノレ難 毛 之 毛 液 全 ＝， 

克 フ 的 サ ノ
試コ ト 過 ーー 之 ーー ーー ーー

斯 ノV
ト ノレ分 IA双ーー ス 酸 ヨ ヲ 加沈 '7 

ヲ 、
ス毛離 ウ ’ fと 9 閉 ，、、 澱ム

し一
飽 エ正 複 J、 水 7 ~~タ セ ヲ

ーっ ム 一「
平日 ノ 雑チ L...ー『 素 ヂ中 /V シ其

セ .；号、m ナ タ ト 溶ノV 一 場 メ 硫

シ金 ノv 抗え コ 長合二酸
メ 属 手 7 ノ 一ー 時 ーー 十溶

遊化 数 ム 甚 7 問 .；・、 容 液
しー 〆’h、

離合 及 ト タ よ‘ 放沈 積過ー寸 し一
硫物 時 ヂ 濃及一寸 置 澱 ヲ 乗リ
黄 ノ 間 ノV ！享 チ ス川 護 ノ

四
四



四
五
百
0. 

プ 洋 水裸 iレ「全
チ

i酉 ・－． 一」． 火 .＞、
タ 部

石稀溶 一宇 ~・ ーー 其

酸硫解 ヨ 量 ク 櫨．

ヲ 酸 ジ ') 3ξ ム 液
L 

金 ヲ 熱ア ノV 及 中
一寸

ク カ日 ジ徐 ヲ ヂ ーー

分 ，、、 ア熱 得 ノν ア

解過 ユ／ シ うF ::7 ヲ

？セ 硫 モ j酉ノV ーー

y 酸 一世 石 ヲ 7 

後加ア酸以ム

再里
し－ L_ 
ヲ ヲ プ .＞、

iヒ ノ 加焼掠溶

蒸濃 へ壷 被 被

稜溶 ブ シ ヲ 中

ジ 液 南 夏 白 ノ

硫 ヲ 金 ーー 金 j画

酸少扇章皿石

ノ 量 ヲ 硫 ーー 酸

大宛沈酸移 ヲ

竿数澱加 ジ 分

ノ 回 セ 里蒸解

蒸 ーー シ ト 瑳 セ

査を注 _,,.. 共乾 ノV、
シ 加或 ーー 澗後

去 ジ J、 熔 ジ ーー

v 加蒸融終 ア

ノV 混蓄を ジ 9 フ

ヲ ジ 残 冷 ーー サ

是 ミ／ ノ ノ 一 .) ノ

一 少 生朕 ア 酸沈
し一

於 時 よえ 態 ヲ 化降

プ ノ .JV ーー 加物 ヲ

餓後 モ ブ ．、、 ノ 待

及之 ノ 沈 プ 重 チ

満 ヲ ア 澱之量ア

俺鴻 ノV .A ヲ ノ 大
.＞、 過 ヤ ，、、 弱ニ形

一寸 ー「
金 シ 否 ク ア倍 フ

ク硫 ヤ 1占T JV 以 フ
ー「

チ ィι ヲホ カ 上ス
一寸

タ ア 検数 ') ーー コ
L_ しー

ーー シ’ ミJ i両 性相 ーー

7 モ 其： ノ 嘗櫨

よ‘ 一由 生無 ナ 〈『 過
L 

；民 ！っ セ 色 .A )V ミJ
ー寸

ヂ Zふ サ 硫 ーー 量冷
し一

ノV ヲ ノV 化一寸 ア ーー 水

コ合ヲア ソ i酉 ーー、
ーー 有 見 ソ ~p 石 ブ

7 セ レ 毛 チ 酸洗
よ椅 ノv .＞、 ーー 銭 ヲ 1除
」ー
ト 冷 * ク 及加 ジ

分水 ヲ よ‘ i前 ，、、 鴻
． しーーー

離 一 カ日 ヲ 俺 次 被

シ ブ ，、、． カ日 .＞、 プ ーー

後洗
l 

プ ，、、 硫ア試

ー者株 稀沈イ七 ン料

..＞、 J毛 蒋澱物 毛 tド、



ト 化以 リ ？.！！叉方 il{il 瓦合 i酉 ヲ 之見

;f: 水上 ナ j酉法及斯 ヲ 石 用 ーー ブ

分素 ノ JV 石 ーー 熟 ノ 考 酸 キ 過冷

解 ヲ ま里 ~酸 ヨ 灼多 ア 分 プ 剃去H

ーー 用 由 メ 溶 9 ノ 最：ノV 解 i酉 ノ ミノ
一寸

長 キ ーー 波被 f荷何 ヲ ーー ーー 石 ア残

時 プ ヨ ノ ノ オt レ費乾嘗 酸 ン梓

関之 ソ 飛燕鋭 カ生澗 ソ ヲ モ ヲ

ヲ ヲ 溶 散後時 ヲ ジ 1リ1与，． j:jlj 升 ーー 冷

要林被 ヲ 残 間省之 ーー 記 ffi¥ ア水
し一

ジ 檎中 免持 ーー・ ク .；・、 セ _;;t. ヲ ーー

且酸 ーー カ ーー Jl. ヲ 共知ノV ノV 力！｜ プ、
ツ ；失於 ノV 硫 ツ得 一－・ ヌJ 如 ＝， へ慮

ー「
7三乙'" ブ プ

、 被精 J、 チ フ ク ト プ 理
一寸

全税 i酉 能及密 チ タ サ 搭 ア 雨 シ

ナ 拍石 ノ、 過 ーー タ ーー ノV －柑． 9 金不

フ 酸酸 .A 硫定 ーー ウ 時 ヲ 麗 燃

ス ーー ノ シ 酸 ：量 ク l‘ 間蒸 ヲ 炭、
等依幾分 プ カ日 ジ よ‘ ヲ 費 沈素

しー
プ _;;t. 角手 決 里得及 ノ 要乾 澱質

之 ノV ヲ ジ ヲ ，、、 ヂ飛 シ澗 セ 物

ヲ ノ 起 7 カnシ ノV 散且 ジ シ ヲ

沈 I試サ 良 フ 工主 _;;t. ツ ~~－ よ‘ 縮、
澱験 ジ f去ノV ーー JV 芸名 々 其過

セ ヲ メ － ー i主 7 忠灼 ーー 他 ジ

ジ施 ン ア .；，、
よ‘ ア ーー 執 類鴻
し一

メ ff ト てF 作 ，，、 リ 常灼 fi1 波、
プ シ欲 サ 用 以若 ヲ 二~ ノ ヲ

其一寸 タ シ JV ノ 上 ジ プ ノV 方熱

'f レ沃 ナ 強 ノ 乾 J、 場 iiミ ジ

回
大



四
土

ト セ ーー 重酸 ,;.. 溶 ーー 波長b 性一験 タ
し一 、

ナ ジク 硫化 d，、 液 7 ーー モ 鉛 j酉 ヲ ーー一寸
シ メム酸 チ 7J< ーー ,;.. 可 ノ 盤石施 ク

一寸 しー L_ 

次 ア ノ カ日 タ 酸ア溶溶、ヲ酸行ム

ブ シ濃里 ーー 化慮 液 性水加ユセ等、
盤 毛 搭 ト ヲ 物理ュ ナ 百昔 ，、、 過 ') ノ

酸 ーー 液共 よ‘ ノ セ 鉛 JV 酸煮剰 沈
Lー

或 ア 十 ーー f吋、、 朕 ') 強 ::r 
及一つ 沸 一ノ寸 澱

L. 

五熔，P
、

...＞、 ヲ 態此 ヲ ト ア コぇ ア 一四、、』ノ
11宵加詫融及 ーー 際加 ヲ ン ノV シ 事f
酸へ ヲ ジ 酸 ブ i酉へ 利 モ 時 モ .A 

ヲ プ 加之生．残石 ．i酉用 一・画 ，，、 ーー ノV

有
、 Lー

へ及ア冷ノV ス及酸 j画ム ヲ 袋~三

ア満恰水コノV 鉛ヲ石属 加 作

煮俺毛ユ ユヤ J、沈酸ノ へ 用
ーっ

沸ヲ i西溶ク否溶澱ヲ溶 ア ヲ

ジ沈石解ムヤ解セ合液 ノV 除L_ 

硫 澱酸ジ（ ジジ有ニ＋カ 去
化セ合酒 i予N 三メ，セ 不 号 リ -t 、＿＿，

ナ し性ー* ジ有石 ノ タ 鴻 JV 溶 ン
一I 、

素 メ 液酸合 ーー 過 チ性 JV ト ト

ヲ タ ーー 一量 ク ジ タ ーー 結 ナ 欲

騒ノレ硫瓦 。 よ． 残 ーー ジ 品 セ シ． L_ 

除後化及 。 及津 ウ プ 性ノレ 之一寸
分 ノ 水硫三 ヂ ヲ ,;.. ー可・・4・ ノ 溶 ーー

し一
解如素化入 ノV 苛及性 沈液 関一寸

性 ;i加セ キ ヲ ア 。 ＝， 澱 ーー Jζ 

ノV 肢飽 ン克 ーー カfJ JV 里 生可 JV 

後態和 毛 ヲ ウ ー里 ::r 溶 ジ 溶 賓



一寸

ア
ノVヲ掠

過

ジ

~ 沈

澱

洗

撫

メ
試

毛v
、
鴻
被

秤

量

料

ーーヲセ

ア
」
ヲ

指

過

JV ジ

力日
，、、

ジ

水

洗

後

硫

酸

ニ

一
「
ア

~ 

リ
’
、
其
結
果
左

タ

同

ア
弱
「
ア

ジ

ノV

カ

更

之

L 

性

ト

ナ

ジ

硝

酸

鉛

五

元

附

着 苛

性

加

里

溶

液
ヲ

ーー

－
プ
庭
理
シカ日

ア
」
ヲノ

まn

毛

-
－ 

叶
同
（
）

1
T
N円
一
）
同
（
瓦
）

資
験
結
果
目
。
ュ
l
N
H
P
（

京

〉

0
・0
三
八

O

同同同関

0
・0
一ニニ
O

0
・0
コ一

0
・0
一
ニ
六
七

0

・。
0
・0
三
一
七

0
・0
三 ヲ

セ

ノV

へ
「
チ

タ

ーー

ジ

諜

ーー

鉛

硫

酸

鞭

ク

ム
」
及
「
ヂ

差
0
・0
0六
O

0

・0
0五
八

0

・0
0

0
・0
0五
七

0

・0
0六

0

・0
0五
人 ア

溶

解

ノV

〈

式

〉

ト二茸

四
人

ヲシーー

カ日
，、、

ミ／

鴻

過

プ

沈

澱

ワ

ム
」
ヲ

向
上
ノ
試
料
ニ
釣
ス
ル

百

分

率

熱

ジ
、
生

ジ
、
残
津

セ沈

j殿
一
五
・
八

一五
・

一五・

o

一ムハ・六

一
五
・
三
一 Jξ 

ジ

メセ
四



是

ーー

由
－
Y

之

ヲ毛賞

行

同
ヲ

観

..＞、

酒

石

酸

ノ
タ

.A 路

用

ン

グ

酸

化

物

ヨ

ス

ノV

ア
生

1惜

ホ
「
チ ジ

タ

困

難

ナ

二
、
重
酒
石
酸
加
里
・
ρ

まII

ジ
、
且

要
シ

減

ジ

ノ

分

離

一寸

ワ
ーー
加

里

ノ

沈

澱 沈

澱

リ

ヅ

本

方

法

ノ

ノV

ヲセ

ν 

J、

旦

沈

澱

ト

主主

0
・0
2一三
O

ーー

ジ

M
F

「
チ

溶

解

ノV

沈

澱

ヲ

タ部

溶

解

ム
」
及
「
ヂ 長

時

間

放

置

::r 

ーー

！ア

J.. 

Lー

後

苛

性

加

里
溶

解

ト

τョ

ーー

クJV 其

水

溶

液
ヲ
「
チ

シ」
（当
主
兵
吉
岡
）
氏

ス

ト

ノ

不

便

.A ーーノ

JV ノVア

所9 

ジ

..＞、

酒

石

酸

鉛

以

ey
之

シ〆

ト

ー
－ 
或

Y

盤

類

ノ

ヲ

タ

ヲ

生 韓
化
物
、
硫
酸
盤
、
硝
酸
韓
或

賓

験

ノ

ーー

ム
L
及
「
ヂ タ．3ζ 

ーーノL〆部カ日JV 

0
・0
0五
O

ク

ム
」
及
「
ヂ

時

著

、

量日
JV ジ

、
而

ヨ見漉

過

ジ

コヲv 

日

一シア
之

サーー

一一一一・

ク

ム
」
ノ

ー

－ 
，，、ノ

..＞、

重

酒

石

酸

加

里
ノv

ジ

酷

酸

加

里

、

拘

燐

酸

加

里

及

盤

化

「

y

ーー

レ〆

ヨ

ρ

「

ロ

ジ

z
u
F

」
躍

モ

ノ

ノノ

沈

澱

J、

JV 

::r 

ーー

ヲ

加

ヂ

ク

－
プ
硝
酸
鉛

ヲ

溶

解

JV 

毛

ノ

長

時

間

ク

ム
」
務
液
中

グ

其

溶

炉

度

ヲ

酒

石

酸

フム
」
ノ

時場
メ』
μ 

四
丸

ノ

..＞、

冷

飽

和

溶

液

ーー

ノ

速ー
一

カ

多

量

..＞、

之
ヲ

水、ヲ見



結 タ メ 斯分 ーー 十 J著百 一 ＿，、 ス． 、
果 ーー 4寺 ノ ノ 於二 ジ二 ト 重盤ロ
＿，、 ウ ，、、 女n一 ブ 度 三ζ ク 十 ナ i酉化

左 ム ジ ク ーー ノ、 ーー ヂ滅入 9 石加
し一

i酉減ニ於 ＋：少分硫酸里ノ 及 ト

如ーヂ寸 錐石 Jξ 千 プ ユノ Jミ ノ 酸加 一
L一 、 一ー ． 

ミ／ JV モ酸ト二 J、 吉之、加盟入
一寸

コ其ノ云百二 S ニロ里ノ六

ユ痕溶ア十百 3反ジノ溶克
＼ーノ ヨユ

ク 跡液 - ＿＿.＿氏
ミJ Jl〆 時解 ヲ二二 r、

し一
主晶 i込’－－ 中 升十 ノ 硫蝉 ーー 度 重
L 

ーー ヲ ヨ ノ 二質酸ノ ..；，、 ノ、 i酉、
劃沈 9 一分験硝 l時二二石、
ジ澱其 百 ノ ーー 酸 ーー 千 十 酸、
幾 セ ~、・ 分一 ヨ 聴 J、 十四加

何 ミJ 量 ノ ナ レ酸一九時里
ノ よ‘ ヲ 十ノV ノ、 J、 千分間 ノ

溶ノレ晦 溶 毛 重其 ： 六 ノ 後冷

舟1 :7 化 波踊 j酉溶十 一 ーー 飽

作 ト 1111 
、

中化 石解ニ硝於和

用難里 一世 加 酸度分酸 ブ 溶
ヲ シ ーー 於里加 ヲ ノ 加ニ披． 
墨 i酉 ヨ ブ ノ 里 i官一里千五
.7. 石 9 J、百 ノ カH ノ 九十
，、、 酸甚 四分溶 セ ナ l時百提

~ ノ タ 千 ノ 解 ジ ヲ ーー 入 一・－

－~ 微減 四五度 よ‘ 溶 J、十加、
質量少 百訴 ..；，、 ト 解一六 フ

験 J、 セ
ー寸

。被錨云度千分ノν

ノ チ るノ ー一 Fド 氏 プ

しー
J、七 ノ 時

- .. ・－．



試

料

時
伊
丹
）
日
十
N
ス）凶

〈

瓦

）

重
酒
石
酸
加
里
温
度

0
・0
二

O
六

二
百
六
十
分

0

・0四
一
一
一

同

0

・0二
O
六

一
千
分

0
・0
四
一
一
一

同

0

・0四
一
二

同

一一一一一一1－「一一
~沈
.9 
十澱
N 

るセ
／「

~Iレ

0
・0
三
丸
四
一

0
・0
一
八
四
一

川崎一一直」

oδ
一九一一一一

0
・0
一
一
一
九
五
一

0

・0
一九
0

一

O

Q

O
一一一

0
・0
一一
0
0

一

0
・0
一
八
九

0
・0
四
O

一

比
色5
ニ C
ヨ叫 li慮
、内 f「

掻5
ス

ア同同同0
・0
0
0七五

中
N
H
A）
U

（

友

〉

差
ニ
ヨ
リ
算
出
ス

ア同同同o
e
O
O
O七

。掬O
O
O六

0
・0
0
0七

0
・0
0
0六

0
・0
0
0二

0
・0
0
0四



110 シ 銭 プ シ 総少 タ 質加 ブ 沈 .；・、 但、 ー寸
へ稀 I前 之 メ 過 f且-1. ーー J険へ少 澱 ア ジーっ
ア 硫俺 ヲ タ ジ ーー 7 ノ プ 時 セ ン徴、
ン酸 「本 _JV 総；夜 よ‘ 結再 問 シ 毛 量チ

Lー
毛 ーー タ 賞 ーー 漏え Fド 及果沈 連4・ よ‘ － ー － ー1 、
ーー プ ーー 験二首： ーー ーー ヂ － ー 澱 割b本 ア プ ！J、

し一ア 慮 ;; ノ 主＿（了昆,,_ 古？ ア ノV ヨ セ ジ 賞 一 モ
L 

ーー 理 よ‘ 基試 性－ リ :3 レ ジ 一 験 ブ i酉
し一 、

ブ ジ 及礎料 加終 一宇 ，，、 メ 子を ーー 沈 石ー寸 一ヂ寸
溶秤ア タ ト !tI ソ ク 放 於 澱 酸

JV ノレ ノV ナ 等 ヲ ーー l. i代呈 置 プ セ ノ
し一

カ ii.&. 士：：？ シ ジ カII 重 ノ 中 シ 後 J、 シ存
') 被 ーー 左 ク J、、 j画全 ーー 及 沈 雨 よ‘ 在
L’i生－ ーー ク ノ 且 ブ 石音Ii 重掠 澱金 ノν .A 

-1 

ト 研t よ‘ 方 ツ チ 酸 ヲ j酉彼 ヲ 1品 ヲ ノV
し一

ナ イヒ ノ 法鵠． タ 加沈石中 首主 ノ 待 時
シ水酸 ヲ ~ ーー 里澱酸 ヨ 過溶 ス ーー、
銭素化案中 ク 溶 セ 苅！ リ シ 被此 J、

ーっ 一寸
及克物 出 ーー l. I仮 シ !II チ 酸 ーー 場 チ

L 
満斯 ヲ セ 其 及 ーー i、 五 タ -- 苛合 ター「
俺 ヲ 重 ヲ 存 ヂ臨 JV T － ー

ブ ·r~主 ーー ーー

ヲ 飽硫 在 JV 化． ヲ 分 ウ 溶加苛 ウ

沈和 酸 ヲ :3 加得 ノ よ、 質ヰー 里性 よ‘，

干Hさ川4心J し一澱 -e 力日 ーー 里 ス 一 ヲ ジ ノ カ日 及、 一「
里 f:1セ シ 里 メ ク ヲ 其存 比 ア 稀

五

ジ メ ト サ ム飽徴在色 ~ 搭 －＇・、 ノV
し一

メ i酉共 ソ ヲ 不日 琵： 三宅 検 モ 般好 二7

鴻石 ーー ジ 沈 セ J、 ノV 定 ーー ヲ ク － ー
過酸熔 ヲ i股 シ モ セ ア 加 之 ウ

融
ーっ し一ジ ヲ 以 セ メ オ1 チ リ ヲ ，、、 ヲ よ令、

し一



被 j酉多 臨 内 j酉鴇 ク ヲ 一 主‘ 省 ーー 其：

ーー 石 キ、化外石酸小 以苛
L _  

ノ ヨF 代 U草
プ 酸 モ カ日 ヲ 酸 ヲ ~ プ 性 錨 得 ，、、 液

洗加其 里加 ノ、 始量 ナ 加及 ，、、 苛 ーー

際里量 .＞、 フ 杢 メ 勝i 9 里 i前 ~ ·1~1：苛、 、
_A .＞、 ヲ 此 溶部 ーー ，、、 ？失 ヲ 俺 ヌJ 加性、
沈殆定 f立 阪 重用 ，，、

プ 力日 ーー 女ll 里加

澱 ン よ‘ ヨ Fド i酉 キ 百 溶 ア伶 シ ヲ 里

ーー ト ノV ヲ ニ、石 タ 話 J夜 JV ヲ 使 ヲ

.＞、 金 一宇 少 ，，、 酸ノV 乃 ーー 際 ヲ 難用加
ーっ

常部 困 ナ 多加 i画至 瞳 チ 免 毛 ス ，、、

ーー 沈難 ク 量里石百 酸 タ レ此 Jν 熟

少 澱 ナ ミ／ ノ h 酸五 ヲ ーー .A 場 時 シ
、、，J

量 二九 . JV プ 4斑 4ノ． ーー 十 カ日 ク 、合 J、 プ
益 一寸

ノ ，、、 ヲ 足酸ノV 相 話 p、
よ‘ ーー 後 ア

一寸
弓L弘ー 一アγ 寸チ ク 以 リ 加 ，、 嘗 ト プ J、 ーー ユノ

一寸
タ 之 プ 且里 ク セ ナ 之 ヂ ン少 ア 毛、、
ーー ヲ 同IJ ヅ 瞳是 JV シ ヲ JV 毛 量 1ノ ーー

ク 摘記 少 イと ーー 量苛 酸 :::r ーー ノ ごヒ ア
一寸 しー

よ‘ 過 セ ナ 加於 ノ 』性 性 ーー ク チ ーー ヲ
し一
及 ジ ノV ヨF 里 プ 竿加 ト ク よ‘ タ ア 逃
一「 し躍一 し一
ヂ数量 時 等 盤 丈 里 ナ よ‘ ーー ヲ 出

L 
JV 回 ヲ J、 ア イと ケ ヲ シ ノ 存 ク 樹高 セ

ヨむ正 ゴ盤用 後 ヲ 加注以 蒸沈在 ム 出 ジ
ーー・・ L_  

ーー イと ア ノ プ 里加 プ 霊堂澱 ノ 及ー寸 ス
;. 、 ／’、、

！っ 加然 慮 此 ノ ス 中 ミJ 完場 ヂノV 「、
~ ア

よ‘ 里 JV 理際結然和 プ カ メl'I』 ノレ ノ
::/ し一

附 ノ 日寺 一 カ日 日日日 ノV ジ 成 フ ニ．コ 手 毛

着飽 ，.・、 便 フ 十 時弐 JV サ .；・、 ーー 数 ーー
J毛 和重 利 ノV 克 ＿，・、 プ

，、、 JV 後 ヲ ヲ ア
し一



批． ーー ーー 生

中移盤 シ

ノ セ イヒ タ

金ノ、 方自 ノV

属可里重

酸 ナ 格 i酉

イヒ ソ 液石、
物而 ーー 酸

ト シ’ プ カ日

ノ / 洗里

容l其・ 1最 ノ

合重 .A 沈
，，、 i酉ノV 澱

左石 ノ 一ー

ノ 酸要件

如加 ナ ア

シ 里 ク ヲ

｝ ・9 只 免

伴其： v 

プ 前t サ

、
量斗 ノレ

ノ、等 ヲ

僅 ーー 以

少附 プ

ーー 着其

ジ ス 沈

ブ JV 澱

之 ヲ ノ、

ト 路完

磁波全

本 ク Z〆 ジ水性 一 炭ノレ
一寸

方 よ‘ ア 之酸 加 溶素 ヲ
Lー

法 及ーっ
ン 一4・ 化里 解質以

施 ヂ 円回伊c j酉物溶 ス 物 ブ、
行ノV 一 石 ヲ 液而 ノ 之

コ ア酸櫨
L_ 

ヲ シ 消 ヲ

チ 一 ヲ 分過加 プ 失 乾

タ ク 力l1 負手 シ ，、、 重 三毛 燥

ーー 1. フ 後附熱 i西ノV シ
L_ 、

ヲ ノ 其：重着 ジ 石 ーー 白

1. 水際硫 セ 生 酸至 金
L 

及ー寸 酸生酸ノレス 力日 フ 皿
ヂ化ス加苛ノV 里 ミ／ ーー

ノレ物ノV 里性沈 ノ メ 移

::2 全沈次加澱 殆残 シ

一 部澱 プ 里郎 ン津灼

ク ーー ノ、／］（ ヲ ヂ
ーも1

ト ヲ熟

l‘ シ 長II ーー 去 チ 金 重 シ
し一
ノ プ チ ブ JV タ 部硫徐

少灼何慮鵡 ーー ヲ 酸 々
量熱者理 メ ク 去加 ーー

，，、 シ ヲ シ再 よ‘

し一
9 里 i酉

盤秤 毛 タ ヒ
及ー寸

タ ト 石

化量伴 ノV 之 ヂ ノV 共酸

カ日 Jえ ノ、 溶 ヲ JV 鴻 ーー ヲ

里 サ i夜臆 コ i夜熔持

ヲ JV ヲ 酸ユ 中融解
一寸

力日 チ 混 ーー ク 一日 ジ ジ
，、、． タ シ 溶 i‘ 

J、 冷途
L 

プ ーー 熱解ノ 苛水 ーー

五
回



目
。
u
十
回
10日

（
筑
〉

重
酒
石
酸
加
里
沈
州
問
中

0

・0
一
七
六

本

方

法

ブ

..＞、

従

来

ーー

f去

乾

掴

比

ミJ

ママ

ー

－ 

里

乾

燥

JV 

.A 

ヲ

一

ヲ

焼

査

一
嘗・

9

JV 

J毛

以

下

－
プ
蒸
費

ノ、

0
・0
0二
六

I慮i

液

ス

ヲ

減

紙

0
・0
一
五

O

ノ

酒

石

酸

合

有

溶

液ヲ

省

キ

之ア

毛

之

ヲ

以

ア

其

時

飛

散

従

来

ーー

比

ナ
i
y

ーー

焼

査

.A 

JV 

賞

験

セ

JV 

結

果

左

試
料

吋

01♀ 
｜（う I~

l ~I~ 
同

ノノi雷

f去まn石

シ
酸
（
一
丸
）

同

JV セシ

ノ

勢

ーー

包

ミ

ーー

伴

ア
「
チ

ノレ其

損

失

タタ

::c 

ーτ’‘， 
ノ

，，．、

蒸
俊
ジ
タ
山
w

後
ノ
容

量
（
詫
U

一O
O

同

中

重
沼
石
酸
加
里
沈
澱
中

0
・0
0三
O

ジ

酒

石

酸

ヲ

蒸

礎

乾

澗
又

沈

澱

JV 『

一リ極

メ 得倍．7 ト

ース

ク

ーー

於

ア

ム
」
等ノV

ブ

少
ナ

一一一一日ーー一一lー」一一

.；ス

JV 

ノ、

僅

jJ 

毛

其

全

量
セヲーー

ノV得全

量

ヲ

i慮

液0
・0
一
回
大

ヲ

t発

壷

重

酒

石

酸

加

〆＼

且

クノ

五

分

酒

石

般

シ

ト

ス
、
本
方
法

ーー

臨
化
加
盟
ハ
瓦
〉

;¥ 。
五

結
果
パ
門

5
1
1
N『
o
h
X）

0

・0
一
五
三

0

・0
一
五
入

中スツトヨ

JV 之共9 



只

本

方

法

一

於

ア

不

便

ト

ス

Y

蕗

ρ

重

酒

石

酸

，加

盟

ノ

沈

澱

ヲ

白

金

血

ニ

ア

焼

嘩

ス

Y

場

合

ニ

附

随

七

Y

強

化

加

盟

熔

融

ジ

此

内

－

一

酒

石

酸

ノ

分

解

ニ

ヨ

リ

ノ

ア

生

ジ

タ

Y

長

素

質

物

混

入

シ

容

易

ニ

焼

壷

セ

ラ

レ

サ

U
F

コ

ト

ニ

ジ

ア

斯

ク

ノ

如

キ

場

合

ニ

ρ

之

ヲ

水

－

一

－

プ

蕗

理

ジ

滅

過

シ

茨

素

質

物

及

焔

紙

ヲ

共

ニ

焼

キ

ア

放

ト

ナ

ス

ヲ

捷

径

ナ

リ

ト

ス

I I ! 

五.... ，、

0
・0
一
五
五

0
・0
一
五
七

0
・0
一
五
六

0
・0
一
五

0
・0
一
五
八



大 大

正正

七七
年年

十イー

月

二

十

日

印

刷

月

廿

三

日

禁

行

著
作
権
所
有

－－－－
e
 

’冒E
．．
 
，
 

rr
↑
 

－－
z

・4
rrv 

登

、，晶、，．苛
’’

合’

a

・一喝、
r

農

務

省

商

開

m

東
京
市
紳
田
区
通
新
石
町
三
番
地

者

吾

妻

菊

一

良区

崩1

東
京
市
神
田
区
通
新
石
町
三
番
地

所

勧

蹴

東

陽

堂

面白
Eヨt

ー
東
京
市
紳
田
匝
通
新
石
町
三
番
地

所

齢

一

蹴

東

陽

堂
電

話

本

局

九

二

九

番

振
替
口
座
東
京
二
三
四
三
六
香


	V72_000_01
	V72_000_02
	V72_000_03
	V72_000_04
	V72_001
	V72_002
	V72_003
	V72_004
	V72_005
	V72_006
	V72_007
	V72_008
	V72_009
	V72_010
	V72_011
	V72_012
	V72_013
	V72_014
	V72_015
	V72_016
	V72_017
	V72_018
	V72_019
	V72_020
	V72_021
	V72_022
	V72_023
	V72_024
	V72_025
	V72_026
	V72_027
	V72_028
	V72_029
	V72_030
	V72_031
	V72_032
	V72_033
	V72_034
	V72_035
	V72_036
	V72_037
	V72_038
	V72_039
	V72_040
	V72_041
	V72_042
	V72_043
	V72_044
	V72_045
	V72_046
	V72_047
	V72_048
	V72_049
	V72_050
	V72_051
	V72_052
	V72_053
	V72_054
	V72_055
	V72_056
	V72_056_01

